
























 
 

令和 2 年度 愛知学泉短期大学シラバス 

 

科目番号 科目名 担当者名

実務経験のある

教員による授業

科目 

基礎・専門

別 
単位数 

選択・必修

別 

開講年次・

時期 

        

科目の概要 

 

 

 

 

学修内容 到達目標 

  

学生に発揮させる社会人基

礎力の能力要素 
学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例 

 

 

前に踏

み出す

力 

主体性 
 

働きかけ力 
 

実行力 
 

 

 

考え抜

く力 

課題発見力 
 

計画力 
 

創造力 
 

 

 

 

 

チーム

で 働 く

力 

発信力 
 

傾聴力 
 

柔軟性 
 

情況把握力 
 

規律性 
 

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 
 

テキスト及び参考文献 

 

他科目との関連、資格との関連 

 

学修上の助言 受講生とのルール 

  

52331 幼児学ゼミナールⅠ(指導法研究Ⅰ) 
Seminar：Study of Methodology for Infantile Education　I 太田美鈴 専門 1 必修 2年前期

テーマ「なんでも保育教材になるよ」をテーマに小グループによるゼミナールを行なう。いろいろな教材を保育内容に展開できるよう
に、自主的に取り組み、１年間を通して研究、実践する科目である。 
また、この授業への取り組みを通して、短大２年間の学修を統合し、保育の実践につなげていく。単位としてはⅠとⅡに分かれている
が、２年次の１年間を通して行うゼミグループでの研究活動である。幼児教育の現場で活躍するための専門的知識・技能を習得する。

①各自が主体的に取り組み、研究・実践する 
②報告・発表ができるように素材収集を実施する 
③子どもたちとの実践的な関わりを理解する 
④実施内容の指導案の作成と評価反省について理解する 
⑤ボランティア活動を通し、保育者の活躍の場を体験し、認識する

①各自の研究課題に対し主体的に取り組むことができる 
②研究成果を報告、発表ために素材を集めることができる 
③実践に積極的に取り組み、その体験を保育実践に活用できる 
④保育内容の指導案を作成することで、保育技能を高める 
⑤保育者の活躍現場での保育を体験し、視野を広げることができる

課題解決に必要な知識について、教科書・文献を使って自己学修をすることができる。 

目標到達に向けて、人の力を借りるための声掛けができる。 

期限内に作品を仕上げるための手順や方法を考え、目標に向かって進めることができる。 

事実に基づき客観的に情報を整理し、課題を見極めることができる。 

グループで時間内に終えることができるよう手順や役割分担を考え、期限内に完成できるよう進
めることができる。

物事を考える時に、固定概念に捉われることなく、いろいろな方向から考えることができる。 

グループ内で文献を検索し知見をまとめ、聞き手に解りやすい発表の仕方（声の大きさ、スピード等）や話すポイ
ントを整理し、発表することができる。

グループワークで、人の意見を聴き、さらに自分の意見を述べることができる。 

グループ討議では、自分と異なる意見や価値観を尊重し、柔軟に受け入れることができる。 

自分に割り当てられたことだけでなく、集団の中で自分ができることを考え、目標に向かって協力できる。 

無断欠席、遅刻、私語など講義に支障をきたす行動をせず、授業が円滑に進行するようルールを守る。 

失敗した時に強いプレッシャーで動揺したり、落ち込んだりしても、長く引きずることなく次へ進むこ
とができる。

テキスト：各ゼミナールにて提示される 
参考文献：なし 

他科目との関連：すべての科目と関連する。 
資格との関連：幼稚園教諭二種免許状、保育士 
 

学生個人が選択したゼミナールであり積極的な参加態度
や意欲的活動が望まれる。 
 
 
 

欠席しないことや学生相互の協力関係が大切である。 
 
 
 
 



 
 

 
【評価方法】 

評 価

対象 
評価方法 

評価の 

割合 

到達 

目標 
各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント 

学
修
成
果 

学
期
末
試
験 

筆記（レポ

ート含む）・

実技・口述

試験 

 

 

①   

 
②  

③  

④  

⑤  

平
常
評
価 

小テスト  

①   

②  

③  

④  

⑤  

レポート  

①   

②  

③  

④  

⑤  

成果発表 

（プレゼンテ

ーション・作

品制作等） 

 

①   

②  

③  

④  

⑤  

学
修
行
動 

社会人基礎

力（学修態

度） 

10 

①  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  

③  

④  

⑤  

総合評価 割合 100    

 

【到達目標の基準】 

到達レベルＳ（秀）及び A（優）の基準 到達レベル B（良）及びC（可）の基準 

 

   
 

 

✔90
✔

✔

✔

✔

・研究課題に対して意欲的に取り組み、発信できる。 
・課題に対して、チームで協力し課題解決に尽力することができる。 
・課題に対して、問題意識を持ち、深く考えることができ、その考えを
チームに理解してもらうように説明することができる。 
・「研究課題への取り組み」「活動に対しての積極的参加」、「げんき
館での活動」に対しての積極性を評価する。 
 

✔

✔

✔

✔

✔

（主体性） 
・必要な知識を教科書・文献を使って自己学修をすることができる。 
（実行力） 
・一度始めたことは最後までやり切ることができる。 
（課題発見力） 
・事実に基づいて客観的に情報を整理し、課題を見極めることができる。 
（想像力） 
・固定概念に捉われず、いろいろな方向から考えることができる。 
（発信力） 
・予習や講義で身につけた知識を整理し、的確な文章で表現できる。 
（傾聴力） 
・教員や学生の意見を聴き、さらに自分の意見を述べることができる。 
（規則性） 
・授業が円滑に進行するようルールを守ることができる。 
 

各課題に対して積極的に取り組み、個人、グループにおいて、研究成果を
具体化し分かりやすく発表することができる。また、学修した知識や技能
が保育者として、保育実践の現場で積極的に活かすことができる。 
 
総合評価90点以上Ｓ（秀）、89～80点Ａ（優）とする。 

各課題に対して積極的に取り組み、個人、グループにおいて、研
究成果を発表することができる。また、学修した知識や技能を保
育者として、保育実践の現場で活かすことができる。 
 
総合評価79～70点B（良）、69～60点C（可）とする。 



 
 

 

週 学修内容 
授業の 

実施方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）

能力

名 

１週 

/ 

    

 

 

２週 

/ 

      

３週 

/ 

      

４週 

/ 

      

５週 

/ 

      

６週 

/ 

      

７週 

/ 

      

８週 

/ 

      

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

オリエンテーション 
ゼミナール活動の目的と内容につい
て確認する 
教材研究を通して保育内容を考える 
「教材研究について」グループワー
クをする。 
 

本日の活動を振り返
りレポートにまとめ
る。 
 
 
 

（予習）シラバスを
参照しておく 
（復習）保育教材に
適した素材研究をす
る。 
 

積極的に参加し、発達年
齢に応じた保育内容の展
開を考えることができ
る。 
 
 

（予習）ストローを素
材とした保育内容を考
えておく。 
（復習）考えを実践す
る。 
 
 

積極的に参加し、発達年
齢に応じた保育内容の展
開を考えることができ
る。 
 
 

（予習）牛乳パックを
素材とした保育内容を
考え立案しておく。 
（復習）様々な年齢に
合わせた展開方法を考
案する。 

積極的に参加し、発達年
齢に応じた保育内容の展
開を考えることができ
る。 
 
 

（予習）牛乳パックを
素材とした保育内容を
考えておく。 
（復習）考えを実践す
る。 
 
 

身近な素材を保育内容に
展開して考えることがで
きるようになる。 
 
 
 

（予習）保育教材とな
るものを探しておく。 
（復習）様々な年齢に
合わせた展開方法を考
案する。 
 

学生・教員と相互の交流
を積極的におこなうこと
ができる。 
 
 
 

（予習）適度に運動し
ておく 
(復習)本日の活動を振
り返り、保育実践に活
用する方法を考える。 
 
 

学生・教員と相互の交流
を積極的におこなうこと
ができる。 
 
 
 

（予習）適度に運動し
ておく 
(復習)本日の活動を振
り返り、保育実践に活
用する方法を考える。 
 

ゼミの活動、趣旨を理解
し話し合いに参加し自分
の考えを人に伝わるよう
に話す。 
 
 

（予習）教材を考えて
おく 
（復習）ゼミ活動の予
定企画案を見直し今後
の見通しを立てる。 
 

60 
 
 

主体性 
実行力 
課題発
見力 
傾聴力 
規則性 
 
 
 

ゼミの活動の予定を企画・立案
する。 
 
 
 
 

「幼児学ゼミナールⅠ
の計画」について検討
する。グループワーク 
本日の活動を振り返り
レポートにまとめる。 

45 
 
45 
 
 
 

主体性 
実行力 
課題発
見力 
傾聴力 
規則性 
 
 
 

1.2年生合同ゼミナール 
 
 
 
 
 

演習「1年生との交流
を深める」 
本日の活動を振り返り
レポートにまとめる。 
 
 

45 
 
45 
 
 
 

主体性 
実行力 
規則性 
 
 
 
 

1.2年生合同ゼミナール 
 
 
 
 
 

演習「1年生との交
流を深める」 
本日の活動を振り返
りレポートにまとめ
る。 
 

45 
 
45 
 
 
 

実行力 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 

身近にある素材で保育教材として
使用できるものは何が適している
のかを探る。 
 
 
 
 

グループワーク 
子どもにとって扱いや
すいものは何かを考え
る。本日の活動を振り
返りレポートにまとめ
る。 
 

45 
 
45 
 
 
 

実行力 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 

素材「牛乳パック」を使って保
育教材研究を行う。 
 
 
 
 

グループワーク 
持ち寄った案を実践し
て評価しあう。 
本日の活動を振り返り
レポートにまとめる。 
 

45 
 
45 
 
 
 

実行力 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 

素材「牛乳パック」を使って
保育教材研究の実践を行う。 
 
 
 

実践演習 
実践を意識し、企画内
容をゼミ生に伝える。 
本日の活動を振り返り
レポートにまとめる。 

45 
 
45 
 
 
 

実行力 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 

素材「ストロー」を使って保育
教材研究を行う。 
 
 
 
 

グループワーク 
持ち寄った案を実践し
て評価し合う。 
本日の活動を振り返り
レポートにまとめる。 
 

45 
 
45 
 
 
 

実行力 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 

シラバスを読んでおく 
 
 
 
 
 



 
 

 

週 学修内容 
授業の 

実施方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）

能力

名 

９週 

/ 

      

10 週 

/ 

      

１１週 

/ 

      

１2 週 

/ 

      

１3 週 

/ 

      

１4 週 

/ 

      

１5 週 

/ 

      

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

 

素材「ストロー」を使って
保育教材研究を行う。 
 
 
 

積極的に参加し、発達年
齢に応じた保育内容の展
開を考えることができ
る。 
 
 

（予習）ストローを素材と
した保育内容を考え立案し
ておく。 
（復習）様々な年齢に合わ
せた展開方法を考案する。 
 
 

グループワーク 
持ち寄った案を実践し
て評価し合う 
本日の活動を振り返り
レポートにまとめる。 
 

積極的に参加し、発達年
齢に応じた保育内容の展
開を考えることができ
る。 
 
 

（予習）紙皿を素材と
した保育内容を考え立
案しておく。 
（復習）自分なりの展
開方法を考案する。 
 

積極的に参加し発達年齢
に応じた保育内容の展開
を考えることができる。 
 
 

（予習）色々な素材を
発見し、保育内容とし
て展開できるように考
えておく。 
（復習）ほかに適した
教材はないかを探る。 
 

真摯に振り返り、課題を
次に生かそうとする。 
 
 
 

（予習） 
岡崎げんき館の活動の
振り返りをする。 
（復習） 
効果的な親子遊びを確
認する。 
 

親子に対して実践する中
で予想してないことに対
しても臨機応変に対応す
ることができるようにす
る。 
 

（予習）自分の役割を
理解し実践できるよう
にしておく 
（復習）実践を通して
振り返り、今後に対し
て再構築する。 
 

指導計画を立案し、共通
理解のもと、自分の役割
を認識する。 
 
 
 

（予習）企画案を考え
ておく。 
（復習）役割を自覚し
確認する。 
 
 
 

積極的に参加し、発達年
齢に応じた保育内容の展
開を考えることができ
る。 
 
 

（予習）紙皿を素材と
した保育内容を考え立
案しておく。 
（復習）様々な年齢に
合わせた展開方法を考
案する。 
 

45 
 
45 
 
 
 

実行力 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 

素材「紙皿」を使って保育教材
研究を行う。 
 
 
 
 

45 
 
45 
 
 
 

実行力 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 

素材「紙皿」を使って保育教材
研究の実践を行う。 
 
 
 
 

実践演習 
実践を意識し、企画内
容をゼミ生に伝える。 
本日の活動を振り返り
レポートにまとめる。 

45 
 
45 
 
 
 

実行力 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 

岡崎げんき館活動計画を企
画・立案する。（準備） 
 
 
 

演習 
ゼミ学生全員の協力の
下、役割分担し活動す
る。本日の活動を振り
返りレポートにまとめ
る。 
 

45 
 
45 
 
 
 

実行力 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 

岡崎げんき館での実践予定をも
とに役割分担に対して責任を持
ち実践する。（実践活動） 
本日の活動の振り返り 
 

演習 
立案をもとに親子に対
して実践する。本日の
活動を振り返りレポー
トにまとめる。 
 

45 
 
45 
 
 
 

実行力 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 

岡崎げんき館活動を振り返る
（レポート作成） 
 
 
 
 

演習 
げんき館の活動を振
り返り、レポートに
まとめる。 
 
 

45 
 
45 
 
 
 

実行力 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 

今まで以外の色々な素材を
使って保育教材研究を行う。 
 
 
 

グループワーク 
持ち寄った案を実践し
て評価しあう。 
今までの活動を振り返
りレポートにまとめ
る。 
 

45 
 
45 
 
 
 
 

実行力 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 



















 
 

令和 2 年度 愛知学泉短期大学シラバス 

 

科目番号 科目名 担当者名

実務経験のある

教員による授業

科目 

基礎・専門

別 
単位数 

選択・必修

別 

開講年次・

時期 

        

科目の概要 

 

 

 

 

学修内容 到達目標 

  

学生に発揮させる社会人基

礎力の能力要素 
学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例 

 

 

前に踏

み出す

力 

主体性 
 

働きかけ力 
 

実行力 
 

 

 

考え抜

く力 

課題発見力 
 

計画力 
 

創造力 
 

 

 

 

 

チーム

で 働 く

力 

発信力 
 

傾聴力 
 

柔軟性 
 

情況把握力 
 

規律性 
 

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 
 

テキスト及び参考文献 

 

他科目との関連、資格との関連 

 

学修上の助言 受講生とのルール 

  

52331 指導法研究Ⅰ（幼児学ゼミナールⅠ） 
Seminar：Study of Methodology for Infantile Education　I 津島　忍 専門 1 必修 2年前期

各担当教員がテーマや参加人数を設定し、小グループによるゼミナールを行なう。これは、いろいろな課題に対して自主的に取り組み、１年
間を通して研究、実践する科目である。また、この授業への取り組みを通して、短大２年間の学習を統合し、教育（保育）の実践につなげて
いく。 
幼児学ゼミナールⅠでは、各自の課題研究に対して主体的に取り組み、保育・教育に必要な素材を集める。また、岡崎げんき館の活動を通し
て、子どもや保護者との関わり方を学ぶ。

①ピアノ連弾の学修では、親子で演奏する連弾曲を２人１組の
グ　　ループで練習し、基礎的な奏法および表現力を学ぶ。 
②岡崎げんき館では「楽器で遊ぼう」をテーマに楽器を使い親
子で　楽しむ音楽遊びの実践を行う。

①親子で行うピアノ連弾の音楽表現を支援するための基礎的知識と技能
　を習得できる。 
②岡崎げんき館での楽器遊びの実践を通して、保育現場で実践できる基
　本的知識や技能を習得できる。 

課題に取り組むために必要な知識について、教科書・文献を使って自己学修をすることができる。

 

いつまでに作品を仕上げるための手順や方法を考えて確実に目標に向かって進めることができる。

思い込みや憶測でなく事実に基づいて情報を客観的に整理し、課題を見極めることができる。

物事を考える時に、固定概念に捉われることなくいろいろな方向から考えることができる。

グループ内で文献を検索し知見をまとめ、聞き手に解りやすい発表の仕方（声の大きさ、スピード等）や話すポイ
ントが整理され発表することができる。

グループワークで、人の意見を確認し、さらに自分の意見を述べることができる。

無断欠席をせず、授業が円滑に進行するようルールを守ることができる。

テキスト：「いちばんやさしいピアノ連弾シリーズ」スタジオジブリ名曲集・ディズニー名曲集・こどものうた・ディズニープリンセス　各
1,600円　ヤマハミュージックパブリッシング刊　いずれかの曲を使用する。その他に必要に応じて資料を配布することがある。 
参考文献：「わくわく音遊びでかんたん発表会」細田淳子　著　鈴木出版　1,800円　その他に必要に応じて資料を配布することがある。

他科目との関連：幼児表現（音楽Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）、子どもの音楽表現、保育内容（表現） 
資格との関連：幼稚園教諭二種免許状、保育士資格

連弾の練習の前に個人での予習（練習)が必要で
ある。また連弾の練習においても、時間外での
予習・復習(練習)が必ず必要である。積極的な意
見の交換が必要である。

2人一組での練習が欠かせないので、最低限守るべきルー
ル・マナー・約束を理解し、相手に迷惑をかけない。げん
き館での活動は集団でのチームワークを意識する。



 
 

 
【評価方法】 

評 価

対象 
評価方法 

評価の 

割合 

到達 

目標 
各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント 

学
修
成
果 

学
期
末
試
験 

筆記（レポ

ート含む）・

実技・口述

試験 

 

 

①   

 
②  

③  

④  

⑤  

平
常
評
価 

小テスト  

①   

②  

③  

④  

⑤  

レポート  

①   

②  

③  

④  

⑤  

成果発表 

（プレゼンテ

ーション・作

品制作等） 

 

①   

②  

③  

④  

⑤  

学
修
行
動 

社会人基礎

力（学修態

度） 

10 

①  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  

③  

④  

⑤  

総合評価 割合 100    

 

【到達目標の基準】 

到達レベルＳ（秀）及び A（優）の基準 到達レベル B（良）及びC（可）の基準 

 

   
 

✔ 
 
 
　90

✔

・15週目の授業において発表を行い、連弾における表現を支え
るに相応しい表現力、技術力を【到達目標の基準】に基づいて
評価する。（70点） 
・岡崎げんき館での活動内容の準備及び本番での活動状況を
【到達目標の基準】に基づいて評価する。（20点） 

✔

✔

（主体性）（実行力）（課題発見力） 
・苦手な部分の克服や技術の習得のために自ら練習をすることがで
きる。 
（創造力)（発信力） 
・発表・演奏において、学んだことを更に工夫し発表することがで
きる。 
（傾聴力） 
・相手と、良くコミュニケーションを取り、迷惑をかけない。グ
ループ活動へ積極的に関わる。 
（規律性) 
・遅刻、無断欠席など、学習意欲欠如をきたす行動をせず、授業が
円滑に進行するようルールを守ることができる。 
・欠席した場合は、欠席届を提出し、フォローレポート課題を行
う。

・ピアノ連弾においてA（優）は曲を情感豊かに表現し、演
奏技術の上達、獲得が顕著にみられる演奏ができ
る。S（秀）は演奏表現、技術に特に優れ、常に安定した表
情豊かな演奏ができる。 
・授業態度に問題がなく、自ら進んで学ぼうとする姿勢が特
に顕著である。

・ピアノ連弾においてB（良）は曲を間違えることな
く最後まで演奏し、演奏技術の上達、獲得がみられ
る。C（可）は二人で合わせて最後まで演奏すること
ができる。 
・授業態度に問題がなく、自ら進んで学ぼうとする姿
勢がある。



 
 

 

週 学修内容 
授業の 

実施方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）

能力

名 

１週 

/ 

    

 

 

２週 

/ 

      

３週 

/ 

      

４週 

/ 

      

５週 

/ 

      

６週 

/ 

      

７週 

/ 

      

８週 

/ 

      

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

オリエンテーション 
授業の進め方（連弾の学修方法
について） 
岡崎げんき館での「楽器で遊ぼ
う」の活動に向けての内容・企
画の検討と指導案の作成 
連弾の基本的な知識の学習

講義・演習（ペア
での練習およびペ
アでの指導、全員
参加の企画会議）

（予習）連弾曲の
選曲 
（復習）岡崎げん
き館の企画内容の
整理

連弾曲を個人及びペア
で練習し、相手と合わ
せて最後まで演奏し、
指導を理解し実行でき
る。

（予習）連弾曲の個
人およびペアでの練
習 
（復習）ペアでの練
習と指導を受けた問
題点の克服のための
練習

連弾曲を個人で練習
し、最後まで演奏して
指導を理解し実行でき
る。

（予習）連弾曲の
個人練習 
（復習）問題点の
克服のための練習

連弾曲を個人及びペア
で練習し、相手と合わ
せて最後まで演奏し、
指導を理解し実行でき
る。

（予習）連弾曲の個
人およびペアでの練
習 
（復習）ペアでの練
習と指導を受けた問
題点の克服のための
練習

連弾曲を個人及びペア
で練習し、相手と合わ
せて最後まで演奏し、
指導を理解し実行でき
る。

（予習）連弾曲の
個人練習 
（復習）ペアでの
練習と指導を受け
た問題点の克服の
ための練習

反省を行い、次回への
課題を発見できる。 
連弾曲を個人練習し最
後まで演奏し、指導を
理解し実行できる。

（予習）岡崎げんき
館の企画内容の問題
点の洗い出し 
（復習）個人での練
習と指導を受けた問
題点の克服のための
練習

準備した内容を実施で
きる。

（予習）岡崎げん
き館の企画内容の
確認 
（復習）岡崎げん
き館の企画内容の
反省点の洗い出し

企画案に基づき、模擬実
習を実施し、改善案を提
案できる。連弾曲を個人
練習し、相手と合わせて
最後まで演奏し、指導を
理解し実行できる。

（予習）岡崎げん
き館の企画内容の
確認と改善の検討
（復習）岡崎げん
き館の企画内容の
整理

 
 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性

岡崎げんき館での「楽器で
遊ぼう」の活動に向けての
内容・企画の検討と指導案
に基づいた模擬実習の実施
と改善

演習（個人練習お
よび個人指導））
フィードバックは
レッスン内で行
う。

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性

岡崎げんき館での「楽器で
遊ぼう」の活動

演習（全員参加の
岡崎げんき館での
実践発表）

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性

岡崎げんき館での「楽器で
遊ぼう」の活動の振り返り 
連弾の基本的な知識の学習 
連弾曲のペアでの練習と指
導

演習（岡崎げんき館
での実践の反省会、
個人練習および個人
指導) 
フィードバックは
レッスン内で行う。

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性

連弾の基本的な知識の学習 
連弾曲の個人練習と指導 

演習（全員参加の
企画会議および模
擬実習の実施と改
善方法の検討）

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性

連弾曲のペアでの練習と指
導

演習(個人練習および
個人指導、ペアでの
練習およびペアでの
指導) 
フィードバックは
レッスン内で行う。 

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性 

連弾曲の個人練習と指導 演習(個人練習お
よび個人指導) 
フィードバックは
レッスン内で行
う。 

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性

連弾曲のペアでの練習と指
導

演習（個人練習およ
び個人指導、ペアで
の練習およびペアで
の指導) 
フィードバックは
レッスン内で行う。

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性

連弾曲を個人練習し、相
手と合わせて最後まで演
奏し、指導を理解し実行
できる。 
企画会議に積極的に参加
し、協力して計画を立案
検討できる。



 
 

 

週 学修内容 
授業の 

実施方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）

能力

名 

９週 

/ 

      

10 週 

/ 

      

１１週 

/ 

      

１2 週 

/ 

      

１3 週 

/ 

      

１4 週 

/ 

      

１5 週 

/ 

      

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

 

ゼミ内での中間発表 
到達度の確認

お互いの演奏を聞き合
い、現状把握と今度の
練習日程の修正などを
検討し、練習に反映で
きる。

（予習）連弾曲の中間
発表に向けての個人お
よびペアでの練習 
（復習）中間発表での
講評を受けての問題点
の克服のための練習

演習（お互いの演奏
を聞き合い、現状把
握と今度の練習日程
の修正） 
フィードバックは
レッスン内で行う。

連弾曲を個人及びペア
で練習し、相手と合わ
せて最後まで演奏し、
指導を理解し実行でき
る。

（予習）連弾曲の個
人およびペアでの練
習 
（復習）ペアでの練
習と指導を受けた問
題点の克服のための
練習

演習（個人練習およ
び個人指導、ペアで
の練習およびペアで
の指導） 
フィードバックは
レッスン内で行う。

演奏曲を準備し発表する
ことができる。 
また反省会において個人
およびペアの反省点を述
べることができる。 

（予習）連弾曲の発
表に向けての個人お
よびペアでの練習 
（復習）発表での講
評を受けての問題点
の克服のための練習

連弾曲を個人及びペア
で練習し、相手と合わ
せて最後まで演奏し、
指導を理解し実行でき
る。

（予習）連弾曲の個
人およびペアでの練
習 
（復習）ペアでの練
習と指導を受けた問
題点の克服のための
練習

連弾曲を個人及びペア
で練習し、相手と合わ
せて最後まで演奏し、
指導を理解し実行でき
る。

（予習）連弾曲の個
人およびペアでの練
習 
（復習）ペアでの練
習と指導を受けた問
題点の克服のための
練習

連弾曲を個人及びペア
で練習し、相手と合わ
せて最後まで演奏し、
指導を理解し実行でき
る。

（予習）連弾曲の個
人およびペアでの練
習 
（復習）ペアでの練
習と指導を受けた問
題点の克服のための
練習

連弾曲を個人及びペア
で練習し、相手と合わ
せて最後まで演奏し、
指導を理解し実行でき
る。

（予習）連弾曲の個
人およびペアでの練
習 
（復習）ペアでの練
習と指導を受けた問
題点の克服のための
練習

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性

連弾曲のペアでの練習と指
導

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性

連弾曲のペアでの練習と指
導

演習（個人練習およ
び個人指導、ペアで
の練習およびペアで
の指導） 
フィードバックは
レッスン内で行う。

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性

連弾曲のペアでの練習と指
導

演習（個人練習およ
び個人指導、ペアで
の練習およびペアで
の指導） 
フィードバックは
レッスン内で行う。

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性

連弾曲のペアでの練習と指
導

演習（個人練習およ
び個人指導、ペアで
の練習およびペアで
の指導） 
フィードバックは
レッスン内で行う。

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性

連弾曲のペアでの練習と指
導

演習（個人練習およ
び個人指導、ペアで
の練習およびペアで
の指導） 
フィードバックは
レッスン内で行う。

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性

連弾曲の発表と反省 演習（発表会形式
による演奏と反省
会） 
フィードバックは
講評で行う。

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性











 
 

令和 2 年度 愛知学泉短期大学シラバス 

 

科目番号 科目名 担当者名

実務経験のある

教員による授業

科目 

基礎・専門

別 
単位数 

選択・必修

別 

開講年次・

時期 

        

科目の概要 

 

 

 

 

学修内容 到達目標 

  

学生に発揮させる社会人基

礎力の能力要素 
学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例 

 

 

前に踏

み出す

力 

主体性 
 

働きかけ力 
 

実行力 
 

 

 

考え抜

く力 

課題発見力 
 

計画力 
 

創造力 
 

 

 

 

 

チーム

で 働 く

力 

発信力 
 

傾聴力 
 

柔軟性 
 

情況把握力 
 

規律性 
 

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 
 

テキスト及び参考文献 

 

他科目との関連、資格との関連 

 

学修上の助言 受講生とのルール 

  

52331 幼児学ゼミナールⅠ（指導法研究Ⅰ） 
Seminar：Study of Methodology for Infantile Education　

Ⅰ
本多 峰和 専門 1 必修 2年前期

「音楽表現を考えよう」をゼミタイトルとする。音楽表現は様々である。ピアノやバイオリンなどの楽器演奏。声楽、合唱、ゴスペル、そし
てボディパーカッション、バレエ、ミュージカル、ダンスなど、さらに幼児においては手あそび、体あそびなど動きを伴う童歌や唱歌、童謡
の歌唱、器楽演奏など、実に多様である。どのように音楽を表現するか、表現の仕方で伝わり方も変わってくる。このように多様な音楽表現
における視野を広く持つことを目的とし、各自が主体的に子どもたちにおける音楽表現を研究する。また、げんき館では親子で楽しく歌った
り踊ったりする内容を考え、現場で活かせる実践活動を目標とする。

① 「唱歌」「童謡」「わらべうた」の違い、舞台芸術である「ミュージカル」　
　「バレエ」「オペラ」の違いを知る。 
② 「手あそび」「体あそび」の表現研究。 
③ 音楽表現の視野を広げ、保育に活かせる音楽表現を考える。 
④ げんき館に向けて指導案を考える。 
⑤ げんき館の活動において、子どもたちと保護者に積極的に関わる。

① 「唱歌」「童謡」「わらべうた」「ミュージカル」「バレエ」「オペラ」の違いについて
　　説明できる。 
② 「手あそび」「体あそび」の表現を考えることができる。 
③ 音楽表現の視野を広げ、保育に活かせる音楽表現を自分なりに考えることができる。 
④ げんき館に向けて指導案を考えることができる。 
⑤ げんき館の活動において、子どもたちと保護者に積極的に関わることができる。

課題を行うために必要な知識について、文献を使って自己学習をすることができる。

目標を到達するために、自分ひとりではできないとき人の力をかりるための声掛けができる。

実践を行うための手順や方法を考えて確実に目標に向かって進めることができる。

思い込みや憶測でなく事実に基づいて情報を客観的に整理し、課題を見極めることができる。

グループ内で時間内に終えることができるよう手順や役割分担を考えて期限内に完成できるよう
進めることができる。

物事を考える時に、固定概念に捉われることなくいろいろな方向から考えることができる。

グループ内で文献を検索し知見をまとめ、聞き手に解りやすい発表の仕方（声の大きさ、スピード等）や話すポイ
ントが整理され発表することができる。

グループワークで、人の意見を確認し、さらに自分の意見を述べることができる。

グループ討議をする際に自分と異なる意見や価値観を尊重し、柔軟に受け入れることができる。

自分に割り当てられたことだけでなく、集団の中で自分ができることを考え、目標に向かって協力できる。 
自分が行ったことで周囲にどんな影響を及ぼすか考え、最良の結果がだせるよう取り組むことができる。

無断欠席をせず、授業が円滑に進行するようルールを守ることができる。

失敗した時や強いプレッシャーで動揺したり、落ち込んだりしても、長く引きずることなく次へ進むこ
とができる。

参考文献：「子どものあそびとうた」小泉文夫著、「童謡はどこへ消えた」服部公一著、「唱歌・童謡ものがたり」読売新聞文化部、「童謡・唱歌の世界」金田一春彦著、「唱歌・童謡100の真実」竹内貴久雄著、「童謡の風景1・
2・3」合田道人文　村上保絵、「わらべうたが子どもを救う」大島清・大熊進子・岩井正浩著、「オペラでわかるヨーロッパ史」加藤浩子著、「オペラへの招待」ジョン・ルイス・ディガニエターニ著、「オペラ史　上」D･J･グラ
ウト著、「オペラのすべて」アレッサンドロ・タヴェルナ著、「知識ゼロからの　ミュージカル入門」塩田明弘著、「ミュージカルおもしろ雑学事典」石原隆司著、「ブロードウェイ・ミュージカル」井上一馬著、「ミュージカル
史」小山内伸著、「バレエの世界へようこそ：あこがれのバレエ・ガイド」リサ・マイルズ著、「ビジュアル版バレエ・ヒストリー　バレエ誕生からバレエ・リュスまで」芳賀直子著、「幼児の音楽と表現」下田和男・西村政一編
著、「保育内容　音楽表現」大畑祥子編著、「幼児の音楽教育」音楽教育研究協会編、「世界のあそび歌35／40」後藤田純生著、「なぜ、いま学校で「表現教育」なのか？」芸団協出版部、「幼児期」岡本夏木著、

他科目との関連：幼児表現（音楽）Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、子どもの音楽表現 
資格との関連：幼稚園教諭二種免許状、保育士 

積極的な参加および活動。 欠席をしない。学生相互の協力関係。



 
 

 
【評価方法】 

評 価

対象 
評価方法 

評価の 

割合 

到達 

目標 
各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント 

学
修
成
果 

学
期
末
試
験 

筆記（レポ

ート含む）・

実技・口述

試験 

 

 

①   

 
②  

③  

④  

⑤  

平
常
評
価 

小テスト  

①   

②  

③  

④  

⑤  

レポート  

①   

②  

③  

④  

⑤  

成果発表 

（プレゼンテ

ーション・作

品制作等） 

 

①   

②  

③  

④  

⑤  

学
修
行
動 

社会人基礎

力（学修態

度） 

10 

①  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  

③  

④  

⑤  

総合評価 割合 100    

 

【到達目標の基準】 

到達レベルＳ（秀）及び A（優）の基準 到達レベル B（良）及びC（可）の基準 

 

   
 

20

✔

✔

✔

　げんき館での活動についての振り返りおよび反省レポートを
提出し、評価する。（1000～1200字） 
　学外授業の振り返りレポートを評価する。（1000字）　 
後日提出したものは80％の評価とする。 

✔70 

✔

✔

✔

✔

「げんき館へ向けての活動」：準備段階での積極的な意見や発
言、協調性。そして「幼児学ゼミナール中間報告会」「幼児学
ゼミナール報告会」「幼児学ゼミナール研究報告抄録集」に対
する意欲的な取り組みを評価する。 
各自「唱歌」「童謡」「わらべうた」「ミュージカル」「オペ
ラ」「バレエ」について調べたことを発表する。後日発表した
ものは80％の評価とする。

✔

✔

✔

✔

✔

（主体性） 
　課題を取り組むにあたり、必要な知識を文献を用いて自己学習することができたか。 
（実行力） 
　一度決めたことは最後までやり切ることができたか。 
（課題発見力） 
　思い込みや憶測ではなく事実に基づいて情報を客観的に整理し、課題を見極めること
ができ　た　　か。 
（創造力） 
　物事を考える時に、固定観念に捉われることなくいろいろな方向から考えることがで
きた　　か。 
（発信力） 
　予習や講義で身に付けた知識を整理し、的確な文章で表現できる。 
（傾聴力） 
　教員や学生の意見を確認し、さらに自分の意見を述べることができる。 
（規則性） 
　・学習意欲欠如をきたす行動をせず、ルールを守ることができる。 
　・欠席した場合は、欠席届を提出し、フォローレポート課題を行う。

S（秀）の基準 
協調性を持ち、積極的で真面目な取り組みができおり、研究
課題に対して深く理解をしている。 
A（優）の基準 
協調性を持ち、積極的で真面目な取り組みができおり、研究
課題に対して理解をしている。

B（良）の基準 
協調性を持ち、真面目な取り組みができており、研
究課題に対して理解をしている。 
C（可）の基準 
協調性を持ち、研究課題に対して理解をしている。



 
 

 

週 学修内容 
授業の 

実施方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）

能力

名 

１週 

/ 

    

 

 

２週 

/ 

      

３週 

/ 

      

４週 

/ 

      

５週 

/ 

      

６週 

/ 

      

７週 

/ 

      

８週 

/ 

      

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

オリエンテーション 
ゼミの概要説明

講義 
グループワーク

（復習） 
「わらべうた」「唱
歌・童謡」「子どもの
うた」「ミュージカ
ル」「オペラ」「バレ
エ」のおさらい。 

「体あそび」の音楽表
現について考え年齢に
あった「体あそび」の
表現を考えることがで
きる。

（復習） 
授業で扱わなかっ
た「体あそび」に
ついて保育との関
連性を考える。

「手あそび」の音楽表
現について考え年齢に
あった「手あそび」の
表現を考えることがで
きる。

（復習） 
授業で扱わなかっ
た「手あそび」に
ついて保育との関
連性を考える。 

「唱歌」「童謡」「わ
らべうた」「ミュージ
カル」「オペラ」「バ
レエ」を各自発表す
る。自信を持って発表
することができる。

（復習） 
「唱歌」「童謡」「わ
らべうた」「ミュージ
カル」「オペラ」「バ
レエ」のレジュメを見
直す。 

「唱歌」「童謡」「わらべ
うた」「ミュージカル」
「オペラ」「バレエ」を分
かりやすく発表できるよう
まとめる。積極的に課題に
取り組み、分かりやすくま
とめることができる。

（復習） 
調べたことを見直
し、さらに調べる
べきことを追求す
る。 

学生・教員と相互の交
流を積極的に行うこと
ができる。

（復習） 
レポートを作成す
る 

学生・教員と相互の交
流を積極的に行うこと
ができる。

（復習） 
レポートを作成す
る 

文献を使い積極的に課
題に取り組むことがで
きる。

（復習） 
調べたことを見直
し、さらに調べる
べきことを追求す
る。 

45 主体性 
規律性 
実行力
課題発
見力 
発信力 
傾聴力 
柔軟性 

「唱歌」「童謡」「わらべ
うた」「ミュージカル」
「オペラ」「バレエ」をま
とめる。

調べ学習 
フィードバック
（調べ学習の内容
を評価する）

45 主体性 
規律性 
働きか
け力 

チームで働く力を高める　
1・2年生合同ゼミ

演習 
グループワーク 
 

60 主体性 
規律性 
働きか
け力 
発信力 

チームで働く力を高める　
1・2年生合同ゼミ

演習 
グループワーク 
 

60 主体性 
規律性 
働きか
け力 
発信力 

「唱歌」「童謡」「わらべ
うた」「ミュージカル」
「オペラ」「バレエ」を各
自まとめる。

調べ学習 
ディスカッション 
フィードバック
（調べ学習の内容
を評価する） 

45 主体性 
規律性 
働きか
け力 

「唱歌」「童謡」「わらべ
うた」「ミュージカル」
「オペラ」「バレエ」をま
とめたものを発表する。

調べ学習 
ディスカッション 
発表 
フィードバック（調
べ学習、発表の内容
を評価する）

45 主体性 
規律性 
働きか
け力 

「手あそび」の音楽表現に
ついて考える。

演習 
グループワーク
フィードバック
（演習、討議内容
を評価する） 

45 主体性 
規律性 
働きか
け力 

「体あそび」の音楽表現に
ついて考える。

演習 
グループワーク
フィードバック
（演習、討議内容
を評価する） 

45 主体性 
規律性 
働きか
け力 

ゼミ内容を理解し、「わら
べうた」「唱歌・童謡」
「子どものうた」「ミュー
ジカル」「オペラ」「バレ
エ」から興味のあるものを
選択する。ゼミの内容を理
解できる。



 
 

 

週 学修内容 
授業の 

実施方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）

能力

名 

９週 

/ 

      

10 週 

/ 

      

１１週 

/ 

      

１2 週 

/ 

      

１3 週 

/ 

      

１4 週 

/ 

      

１5 週 

/ 

      

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

 

ミュージカルから、保育に
活かせる音楽表現について
考える。

ミュージカルを参考に
し、保育に活かせる音
楽表現について考える
ことができる。

（復習） 
興味を持った
ミュージカルの鑑
賞。 

映像鑑賞 
グループワーク
フィードバック
（討議内容を評価
する）

バレエ、ダンスを参考
にし、保育に活かせる
音楽表現について考え
ることができる。

（復習） 
興味を持ったバレエや
ダンスの鑑賞。 
（予習） 
0-3歳児向けの手あそ
び、体あそび、わらべ
うた・唱歌・童謡を考
えておく。

映像鑑賞 
グループワーク
フィードバック
（討議内容を評価
する） 

「げんき館」での活動を
ふり返り、文書にまとめ
る。「げんき館」での活
動を各自が振り返ること
で今後の活動を高めるこ
とができる。

（復習） 
げんき館での活動
の反省と振り返り
をする。 

「げんき館」で使用す
る手作り楽器作り。音
の違いや、安全面を考
えながら作業し、質の
よい音色を目指す。

（復習） 
手作り楽器の補修
など安全面にもう
一度配慮する。 

「げんき館」で使用す
る手作り楽器作り。音
の違いや、安全面を考
えながら作業し、質の
よい手作り楽器を目指
す。

（復習） 
手作り楽器の補修
など安全面に配慮
する。

「げんき館」で使用す
る絵本を吟味する。声
に出して読んだり聞く
ことで「げんき館」で
行う読み聞かせのイ
メージができる。

（予習） 
手作り楽器を調べ
ておく。 

自身のアイディアや意
見交換をしながら活動
内容を考える。

（復習） 
0-3歳児向けの手あそ
び、体あそび、わらべ
うた・唱歌・童謡のお
さらい。 
（予習） 
絵本の下調べをしてお
く。

45 主体性 
規律性 
働きか
け力 

バレエ、ダンスから、保育
に活かせる音楽表現につい
て考える。

45 主体性 
規律性 
働きか
け力 
発信力 
創造力 

「げんき館」に向けての活
動内容を考える。

演習 
グループワーク 
フィードバック
（演習、討議内容
を評価する） 

45 主体性 
規律性 
働きか
け力 
発信力 
創造力 

「げんき館」に向けての活
動内容を考える。

演習 
グループワーク 
フィードバック
（演習、討議内容
を評価する） 

45 主体性 
規律性 
働きか
け力 
発信力 
創造力 

「げんき館」に向けての活
動内容を考える。

演習 
グループワーク 
フィードバック
（演習、討議内容
を評価する）

45 主体性 
規律性 
働きか
け力 
発信力 
創造力 

「げんき館」に向けての活
動内容を考える。

演習 
グループワーク 
フィードバック
（演習、討議内容
を評価する） 

45 主体性 
規律性 
働きか
け力 
発信力 
創造力 

「げんき館」での活動 
および振り返り 

演習 
ディスカッション 
フィードバック
（演習、討議内容
を評価する） 

45 主体性 
規律性 
働きかけ
力 
発信力 
柔軟性 
傾聴力 
課題発見
力 
創造力 
状況把握
力



 
 

令和 2 年度 愛知学泉短期大学シラバス 

 

科目番号 科目名 担当者名

実務経験のある

教員による授業

科目 

基礎・専門

別 
単位数 

選択・必修

別 

開講年次・

時期 

        

科目の概要 

 

 

 

 

学修内容 到達目標 

  

学生に発揮させる社会人基

礎力の能力要素 
学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例 

 

 

前に踏

み出す

力 

主体性 
 

働きかけ力 
 

実行力 
 

 

 

考え抜

く力 

課題発見力 
 

計画力 
 

創造力 
 

 

 

 

 

チーム

で 働 く

力 

発信力 
 

傾聴力 
 

柔軟性 
 

情況把握力 
 

規律性 
 

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 
 

テキスト及び参考文献 

 

他科目との関連、資格との関連 

 

学修上の助言 受講生とのルール 

  

52332 幼児学ゼミナールⅡ（指導法研究Ⅱ） 
Seminar：Study of Methodology for Infantile EducationⅡ 井手　裕子 専門 1 必修 2年後期

　各担当教員がテーマや参加人数を設定し、小グループによるゼミナールを行なう。これは、いろいろな課題に対して自主的に取り組み、１
年間を通して研究、実践する科目である。また、この授業への取り組みを通して、短大２年間の学習を統合し、教育（保育）の実践につなげ
ていく。幼児学ゼミナールⅠでは、また、岡崎げんき館の活動を通して、子どもや保護者との関わり方を学ぶ。これらの取り組みを通して、
幼児教育および保育の現場で活躍できるための専門的知識・技能を修得し、それぞれの現場で協調性を持って柔軟に活用する能力を身につけ
る。

①研究課題に対し、各自が主体的に取り組み、研究・実践する。 
②各自の研究課題に対して、必要な素材を集める。 
③げんき館活動による保育・教育実践の計画及び実施 
④乳幼児観察の方法と実施

①各自の研究課題に対し主体的に取り組めるようになる。 
②研究成果を報告、発表する為の素材を集めることができる。 
③岡崎げんき館で子どもたちとの関わり実践に積極的に取り組めるようになる。 
④乳幼児を観察する方法を理解し、実践的に行い，まとめることができる。 
以上から、幼児の発達に即した遊びの過程を理解し、具体的な指導場面を想定して保育を構想する方
法―幼児の発達に応じた保育の展開すること、具体的には情報機器、教材使用―を身に着けているこ
と。また、幼稚園教諭として、幼児への教育的配慮が行えること。

課題をするのに必要な知識について、教科書・文献を使って自己学修をすることができる。

期日までに作品を仕上げるための見通し（手順や方法）を考えて、確実に目標に向かって進めることができる。

あらゆる事象に対して開かれた視点を持ち、課題として見極めることができる。

物事を考える時に、固定概念にとらわれることなくいろいろな方向から考えることができる。

グループ内の発表等において、聞き手にわかりやすく伝える工夫をすることができる。また、そのための準備（要
点の整理、声の大きさ、スピード等）を怠らない態度がある。

グループワーク等で、人の意見をよく聴き、話し手が何を言いたいのかを察する姿勢を持ち、それに対する自分の
意見を述べることができる。

無断欠席をせず、授業が円滑に進行するようルールを守ることができる。

テキスト：なし　　※プリントは適宜配布する。

他科目との関連：幼児学ゼミナールⅡ　 
資格との関連：幼稚園教諭2種免許、保育士

乳幼児観察を通して、子どもの発達の経緯を具
体的に理解するともに、母子関係の状態を把握
できるようにしていくことが重要である。

調べ学習、発表、グループ討議、相互に教え合う等を行う
アクティブ・ラーニング形式の授業に、意欲的に参加する
こと。集団のなかの自分を意識しながら活動してほしい。



 
 

 
【評価方法】 

評 価

対象 
評価方法 

評価の 

割合 

到達 

目標 
各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント 

学
修
成
果 

学
期
末
試
験 

筆記（レポ

ート含む）・

実技・口述

試験 

 

 

①   

 
②  

③  

④  

⑤  

平
常
評
価 

小テスト  

①   

②  

③  

④  

⑤  

レポート  

①   

②  

③  

④  

⑤  

成果発表 

（プレゼンテ

ーション・作

品制作等） 

 

①   

②  

③  

④  

⑤  

学
修
行
動 

社会人基礎

力（学修態

度） 

10 

①  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  

③  

④  

⑤  

総合評価 割合 100    

 

【到達目標の基準】 

到達レベルＳ（秀）及び A（優）の基準 到達レベル B（良）及びC（可）の基準 

 

   
 

 
 
 
　40 

✔

✔

✔

✔

自分の研究したいテーマ、研究の方法についてまとめることが
できる。

✔ 
 
 
　50

✔

✔

✔

・げんき館でのプレゼンテーションに関する遊び等についてシ
ミュレーションし、発表することができる。 
・自分の研究したいテーマに関連した論文を要約して発表する
ことができる。

✔

✔

✔

✔

✔

（主体性）調べ学習の自発性 
（実行力）実験、観察、地域活動等の課題にも粘り強く取り組むことができる 
（課題発見力）　地域活動等の際、対象のニーズを把握し、問題解決できる。 
（創造力）事例や教科書の解説通りでなく、それを土台とした自らの発想を通 
　　　　　して問題解決方法を考案したり、支援計画を考えたりすることがで 
　　　　　きる。 
（発信力）グループ討議、プレゼン準備の結果を、他者にわかりやすく伝える 
　　　　　ことができる。 
（傾聴力）発信者の意見を自分の立場に置き換え、意図をくみ取りながら聴く 
　　　　　ことができる。 
（状況把握力）効果的な観察を通して対象や自分の置かれた情況を正確に把握 
　　　　　　　することができる。 
（規律性・学習意欲欠如をきたす行動をせず、ルールを守ることができる。 
　　　　・欠席した場合は、欠席届を提出し、フォローレポート課題を行う。 

S：成果発表、社会人基礎力（学修態度）、その他の評 
　価方法において、ほぼ完璧に力を発揮した場合。 
A：上記評価方法において、満遍なく十分な力を発揮し 
　た場合。 

B：成果発表、社会人基礎力（学修態度）、その他の評 
　価方法において、十分ではないが力を発揮し、もしく 
　は2評価において十分な力を発揮した場合。 
C：2つの評価において十分ではないが力を発揮、 
　もしくは１つの評価において十分な力を発揮した場合。 



 
 

 

週 学修内容 
授業の 

実施方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）

能力

名 

１週 

/ 

    

 

 

２週 

/ 

      

３週 

/ 

      

４週 

/ 

      

５週 

/ 

      

６週 

/ 

      

７週 

/ 

      

８週 

/ 

      

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

オリエンテーション 
げんき館活動準備①

講義 
グループ討議 
 

予習：げんき館の
活動を考えてくる 
 
復習：オリエン
テーションのプリ
ントを見直す。

研究テーマを考えるた
めの論文の要点をまと
めることができる。

予習：自分の研究
テーマに役立つ論文
をさがす。 
 
復習：研究のまとめ
た要点を再度見直
す。

自分の調べたテーマの
基礎について理解でき
る。 
協力しながら、プレゼ
ンテーションの準備を
行うことができる。

復習：プリントを
見直す。

自分の調べたテーマの
基礎について理解でき
る。 
協力しながら、プレゼ
ンテーションの準備を
行うことができる。

予習：研究テーマ
を考えてくる。 
 
復習：自分の研究
に関する資料を見
直す。

ゼミ活動について、中
間報告の準備に取り掛
かることができる。

復習：準備の具体
的なプリントを見
直す。

親子観察の結果を話し
合い、反省、まとめを
することができる。

復習：反省、今後
の課題を記した記
録プリントを見直
す。

・げんき館に実際に行き、
未満児や保護者との遊びを
通した交流を行う。必要な
援助、指導を行うことがで
きる。 
・子ども観察を行うことが
できる。 

習：手遊び歌、観察法
について確認する。 
 
 
復習：活動を振り返る
（げんき館活動振り返
りシート） 

・げんき館活動の、具体的
な計画を作成することがで
きる。 
・タイムスケジュールを組
むための話し合いを行い、 
親子観察の準備を整えるこ
とができる。 

予習：親子観察に
よって見たい事象を
考える。 
 
復習：手遊び歌を 
調べ、身につける。 

90 
 
90

課題発
見力 
状況把
握力 
規律性 

げんき館活動準備② 前回の配布プリント
のフィードバックお
よび解説 
講義 
グループ討議 
発表 

90 
 
90 

題発見
力 
状況把
握力 
規律性 

げんき館活動を行う 
（2回目） 
※他ゼミとの予定の兼ね合
いで、別の週の内容と入れ
替わる場合がある。 

地域活動実践 90 
 
90

題発見
力 
状況把
握力 
規律性 

げんき館まとめ グループ討議 
げんき館について
のレポートを書く

18
0

主体性 
実行力 
課題発
見力 
発信力 
傾聴力 
規律性

中間報告の準備 前回の配布プリン
トのフィードバッ
クおよび解説 
講義 
グループ討議

18
0 

主体性 
実行力 
課題発
見力 
発信力 
傾聴力 
規律性

中間報告の準備 
研究テーマの論文を演習す
る 

前回の配布プリントの
フィードバックおよび
解説 
講義 
グループ討議 
演習 
 

18
0

 
主体性 
実行力 
発信力 
傾聴力 
規律性

中間報告の準備 前回の配布プリント
のフィードバックお
よび解説 
講義 
グループ討議 
演習 

18
0

 
主体性 
実行力 
発信力 
傾聴力 
規律性 
 

調べたテーマについてのま
とめを行い、研究テーマの
論文作成を開始する。

前回のフィードバッ
クおよび解説 
講義 
グループ討議 
演習 
 

90 
 
90

主体性 
実行力 
課題発
見力 
発信力 
傾聴力 
規律性 
 

1年間のゼミ活動の目標
や課題が理解でき、後期
の目標が説明できる。 
げんき館活動の準備を具
体的に進めることができ
る。 



 
 

 

週 学修内容 
授業の 

実施方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）

能力

名 

９週 

/ 

      

10 週 

/ 

      

１１週 

/ 

      

１2 週 

/ 

      

１3 週 

/ 

      

１4 週 

/ 

      

１5 週 

/ 

      

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

 

研究テーマについての活動 研究テーマを考えるた
めの論文の要点をまと
めて発表することがで
きる。

予習：自分の研究
テーマに役立つ論文
をさがす。 
 
復習：研究のまとめ
た要点を再度見直
す。

発表 
質疑応答

研究テーマを考えるた
めの論文の要点をまと
めて発表し、その内容
について討論すること
ができる。

予習：自分の研究
テーマに役立つ論文
をさがす。 
 
復習：研究の　まと
めた要点を再度見直
す。

前回のフィード
バックおよび解説 
発表 
質疑応答

協力しあって1つの活
動を行うことができ
る。 
活動内容を文章化でき
る。

復習：他者の発表
や自分の発表を振
り返る。

活動内容を文章化でき
る。

復習：まとめた要
点を再度見直す

活動内容を文章化でき
る。

予習：自分の研究
テーマに役立つ論
文をさがす。 
 
復習：他者の発表
を再度見直す。

研究テーマを考えるため
の論文の要点をまとめて
発表し、その内容につい
て討論することができ
る。 
活動内容を文章化でき
る。

 
 
復習：他者の発表
を再度見直す。

研究テーマを考えるた
めの論文の要点をまと
めて発表し、その内容
について討論すること
ができる。

予習：自分の研究
テーマに役立つ論
文をさがす。 
 
復習：他者の発表
を再度見直す。

 
90 
 
 
90 

主体性 
実行力 
課題発
見力 
発信力 
傾聴力 
規律性

研究テーマについての活動  
90 
 
 
90

主体性 
実行力 
課題発
見力 
発信力 
傾聴力 
規律性

研究テーマについての活動 前回のフィード
バックおよび解説 
発表 
質疑応答

 
90 
 
 
90

主体性 
実行力 
課題発
見力 
発信力 
傾聴力 
規律性

ゼミ抄録集の原稿作成 前回のフィード
バックおよび解説 
 
演習

 
90 
 
 
90

主体性 
実行力 
課題発
見力 
発信力 
傾聴力 
規律性

ゼミ抄録集の原稿作成 前回のフィード
バックおよび解説 
 
演習

　
90 
 
 
90

主体性 
実行力 
課題発
見力 
発信力 
傾聴力 
規律性

ゼミ報告会の現行作成 
リハーサルの実施

前回のフィード
バックおよび解説 
 
演習 

18
0

主体性 
実行力 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規律性

ゼミ報告会の現行作成 
リハーサルの実施 
まとめ

前回のフィード
バックおよび解説 
 
演習

18
0 

体性 
実行力 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規律性



















 
 

令和 2 年度 愛知学泉短期大学シラバス 

 

科目番号 科目名 担当者名

実務経験のある

教員による授業

科目 

基礎・専門

別 
単位数 

選択・必修

別 

開講年次・

時期 

        

科目の概要 

 

 

 

 

学修内容 到達目標 

  

学生に発揮させる社会人基

礎力の能力要素 
学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例 

 

 

前に踏

み出す

力 

主体性 
 

働きかけ力 
 

実行力 
 

 

 

考え抜

く力 

課題発見力 
 

計画力 
 

創造力 
 

 

 

 

 

チーム

で 働 く

力 

発信力 
 

傾聴力 
 

柔軟性 
 

情況把握力 
 

規律性 
 

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 
 

テキスト及び参考文献 

 

他科目との関連、資格との関連 

 

学修上の助言 受講生とのルール 

  

52332 幼児学ゼミナールⅡ(指導法研究Ⅱ) 
Seminar：Study of Methodology for Infantile EducationⅡ 太田美鈴 専門 1 必修 2年前期

テーマ「なんでも保育教材になるよ」をテーマに小グループによるゼミナールを行なう。いろいろな教材をもとに保育内容に展開できるよう
に、自主的に取り組み、１年間を通して研究、実践する科目である。 
また、この授業への取り組みを通して、短大２年間の学修を統合し、保育の実践につなげていく。単位としてはⅠとⅡに分かれているが、２
年次の１年間を通して行うゼミグループでの研究活動である。幼児教育の現場で活躍できるための専門的知識・技能を習得する。

①各自が主体的に取り組み、研究・実践する 
②報告・発表ができるように素材収集を実施する 
③子どもたちとの実践的な関わりを理解する 
④実施内容の指導案の作成と評価反省について理解する 
⑤ボランティア活動を通し、保育者の活躍の場を体験する

①各自の研究課題に対し主体的に取り組むことができる 
②研究成果を報告、発表ために素材を集めることができる 
③実践に積極的に取り組み、その体験を保育実践に活用できる 
④保育内容の指導案を作成することで、保育技能を高める 
⑤保育者の活躍現場での保育を体験し、視野を広げることができる

課題に必要な知識を教科書・文献を使って、自己学修をすることができる。 

目標の到達に向けて、人の力を借りるための声掛けができる。 

期限内に作品を仕上げるための手順や方法を考え、目標に向かって進めることができる。 

事実に基づき客観的に情報を整理し、課題を見極めることができる。 

グループで時間内に終えることができるよう手順や役割分担を考え、期限内に完成できるよう進めることができる。 

物事を考える時に、固定概念に捉われることなく、いろいろな方向から考えることができる。 

グループ内で文献を検索し知見をまとめ、聞き手に解りやすい発表の仕方（声の大きさ、スピード等）や話すポイ
ントを整理し、発表することができる。

グループワークで、人の意見を聴き、さらに自分の意見を述べることができる。 

グループ討議では、自分と異なる意見や価値観を尊重し、柔軟に受け入れることができる。 

自分に割り当てられたことだけでなく、集団の中で自分ができることを考え、目標に向かって協力できる。 

自分の都合を優先することなく集団のルールを守り、授業が円滑に進行する行動がとれる。 

失敗した時や強いプレッシャーで動揺したり、落ち込んだりしても、長く引きずることなく次へ進むこ
とができる。

テキスト：各ゼミナールにて提示される 
参考文献：なし 
 

他科目との関連：すべての科目と関連する。 
資格との関連：幼稚園教諭二種免許状、保育士 
 

・学生個人が選択したゼミナールであり積極的な参加や
活動が望まれる。 
 
 
 

・欠席しないことや学生相互の協力関係が大切である。 
 
 
 
 



 
 

 
【評価方法】 

評 価

対象 
評価方法 

評価の 

割合 

到達 

目標 
各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント 

学
修
成
果 

学
期
末
試
験 

筆記（レポ

ート含む）・

実技・口述

試験 

 

 

①   

 
②  

③  

④  

⑤  

平
常
評
価 

小テスト  

①   

②  

③  

④  

⑤  

レポート  

①   

②  

③  

④  

⑤  

成果発表 

（プレゼンテ

ーション・作

品制作等） 

 

①   

②  

③  

④  

⑤  

学
修
行
動 

社会人基礎

力（学修態

度） 

10 

①  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  

③  

④  

⑤  

総合評価 割合 100    

 

【到達目標の基準】 

到達レベルＳ（秀）及び A（優）の基準 到達レベル B（良）及びC（可）の基準 

 

   
 

✔90
✔

✔

✔

✔

・研究課題に対して意欲的に取り組み、発信できる。 
・課題に対して、チームで協力し課題解決に尽力することができる。 
・課題に対して、問題意識を持ち、深く考えることができ、その考えを
チームに理解してもらうように説明することができる。 
・「研究課題への取り組み」「活動に対しての積極的参加」、「げんき
館での活動」に対しての積極性を評価する。 
 

✔

✔

✔

✔

✔

（主体性） 
・必要な知識を教科書・文献を使って自己学修をすることができる。 
（実行力） 
・一度始めたことは最後までやり切ることができる。 
（課題発見力） 
・事実に基づいて客観的に情報を整理し、課題を見極めることができる。 
（想像力） 
・固定概念に捉われず、いろいろな方向から考えることができる。 
（発信力） 
・予習や講義で身につけた知識を整理し、的確な文章で表現できる。 
（傾聴力） 
・教員や学生の意見を聴き、さらに自分の意見を述べることができる。 
（規則性） 
・授業が円滑に進行するようルールを守ることができる。 
 

各課題に対して積極的に取り組み、個人、グループにおいて、研究成果を
具体化し、分かりやすく発表することができる。また、学修した知識や技
能を保育実践の現場で積極的に活用することができる。 
 
総合評価     90点以上Ｓ（秀）     89～80点Ａ（優） 
 

各課題に対して積極的に取り組み、個人、グループにおいて、研
究成果を発表することができる。また、学修した知識や技能を保
育実践の場で活用することができる。 
 
総合評価     79～70点B（良）   69～60点　C（可） 
 



 
 

 

週 学修内容 
授業の 

実施方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）

能力

名 

１週 

/ 

    

 

 

２週 

/ 

      

３週 

/ 

      

４週 

/ 

      

５週 

/ 

      

６週 

/ 

      

７週 

/ 

      

８週 

/ 

      

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

オリエンテーション 
ゼミナール活動の目的と内容に
ついて確認し、後期の実践活動
に対して計画作成 
 
 

演習 
ゼミ全体で後期の実
践活動の話し合いを
進める。 
 
 

（予習）後期に向けての企
画に積極的に参加できるよ
うに自分の考えをまとめて
おく。 
（復習）今後の計画に沿っ
て見通しを持つ。 
 
 

過去のDVDを参考にし、
子どもとの関わりを積極
的に行うためのイメージ
作りをする。 
自分の役割を意識する。 

（予習）ボランティア
活動の意識を持つ 
（復習）保育実践に役
立つ企画を再確認す
る。 
 
 

ゼミナール活動の目的と
内容について確認し、後
期の実践活動の立案に積
極的に参加する。 
 
 

（予習）役割分担を理解
し、進んで参加する。 
（復習）振り返り、自己
評価を実践に活かす。 
 
 

ゼミナール活動の目的と
内容について確認し、後
期の実践活動の立案に積
極的に参加する。 
 
 

（予習）自分の役割を理解
し、練習に臨むようにす
る。 
（復習）自分の役割を自覚
し、実践の練習を行う。 
 
 

げんき館の企画立案と準
備の立案に積極的に参加
する。 
 
 
 

（予習）計画に対しての意
見を持ち発表できるように
する 
（復習）互いの企画を理解
し自分の役割を自覚し練習
をする。 
 
 

ゼミナール活動の目的と内
容について確認し、後期の
実践活動に対して計画立案
に積極的に参加する。 
 
 

（予習）自分の意見を
チームに理解できるよう
なプレゼンを企画する。 
（復習）チームでの立案
を再確認し自分なりの考
えを持つ。 
 

ゼミナール活動の目的と内
容について確認し、後期の
実践活動に対して計画立案
に積極的に参加する。 
 
 

（予習）企画を考え自分
の意見を持ってくる。 
（復習）自分の役割を自
覚し、準備する。 
 
 
 

ゼミナール活動の目的と内
容について確認し、後期の
実践活動に対して計画立案
に積極的に参加する。 
 
 

（予習）自分の考えをまと
め意欲的に参加できるよう
にする。 
（復習）自分の役割を自覚
し企画を考える。 
 
 
 

45 
 
45 
 
 
 

主体性 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 

ボランティア活動① 
中園保育園「お誕生日をお祝い
する」Ａ企画と岡崎げんき館活
動Ｂ企画計画作成 
 
 

演習 
ゼミ全体で後期の実践
活動に対しグループ討
議 
本日の振り返りをレ
ポートにまとめる。 
 

45 
 
45 
 
 
 

主体性 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 

Ａ企画グループとＢ企画グルー
プ 
計画・立案 
 
 
 

演習 
Ａ・Ｂグループで計
画・立案討議 
本日の振り返りをレ
ポートにまとめる。 
 
 

45 
 
45 
 
 
 

主体性 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 

Ａ企画グループと岡崎げんき館
活動Ｂ企画グループのそれぞれ
が実践計画の立案 
 
 
 

演習 
Ａ・Ｂグループで計
画・立案討議 
本日の振り返りをレ
ポートにまとめる。 
 
 

45 
 
45 
 
 
 

主体性 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 

Ａ企画グループと岡崎げんき館
活動Ｂ企画グループのそれぞれ
が実践計画の立案 
 
 
 

演習 
Ａ・Ｂグループで計
画・立案討議 
本日の振り返りをレ
ポートにまとめる。 
 
 

45 
 
45 
 
 
 

主体性 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 

岡崎げんき館活動 
親子とのふれあい「作って遊ぼ
う」のＢ企画グループの指導の
下、実践練習 
 
 

Ｂグループの指導の
下、実践演習の練習 
本日の振り返りをレ
ポートにまとめる。 
 
 
 

45 
 
45 
 
 
 

主体性 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 

岡崎げんき館活動 
親子とのふれあい「作って遊ぼ
う」の実践活動 
本日の活動の振り返り 
 
 

実践演習 
グループ討議 
本日の振り返りをレ
ポートにまとめる。 
 
 
 

45 
 
45 
 
 
 

主体性 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 

ボランティア活動②安城市西部
児童センター「地域まつり」の
DVD鑑賞 
 
 
 

演習 
DVD鑑賞 
本日の振り返りをレ
ポートにまとめる 
 
 
 

45 
 
45 
 
 
 
 
 
 

主体性 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 

ゼミナール活動の目的と
内容について確認し、後
期の実践活動の計画立案
に主体的に参加する。 
 
 



 
 

 

週 学修内容 
授業の 

実施方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）

能力

名 

９週 

/ 

      

10 週 

/ 

      

１１週 

/ 

      

１2 週 

/ 

      

１3 週 

/ 

      

１4 週 

/ 

      

１5 週 

/ 

      

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

 

ボランティア活動②安城市西部児
童センター「地域まつり」に参加
実践 
本日の活動の振り返り 
 
 
 

ゼミナール活動の目的と内
容について確認し、後期の
実践活動の立案に積極的に
参加する。 
 
 
 

（予習）役割分担を理
解し、進んで参加でき
るようにしておく。 
（復習）実践の振り返
り、自己評価を実践に
活かす。 

安城西部児童館にて
ボランティア活動 
グループ討議 
本日の振り返りをレ
ポートにまとめる。 
 

グループ内での役割を理
解し積極的に参加する。 
 
 
 
 

（予習）自分の役割を
理解し練習に臨むよう
にする。 
（復習）自分の役割を
自覚し練習を行う。 
 

Ａグループ指導のに
下実践演習 
本日の振り返りをレ
ポートにまとめる。 
 

これまでのゼミ活動の取り
組みを全体に向け、伝える
ことができる。他の発表を
見ることで今後の保育活動
の参考とすることができ
る。 
 

（予習）ゼミ報告会本番に
向け自分の役割を再確認す
る。 
（復習）ゼミ活動の振り返
りを行い、実践に活かす。 
 
 

完成させ、発表できる。 
 
 
 
 
 

（予習）ゼミ発表会に向け
自分の役割を確認する。 
（復習）ゼミ発表に向け自
分の役割を果たすための練
習をする。 
 
 

抄録作成、ゼミナール報
告会への企画立案と準備
に積極的に参加する。 
 
 
 

（予習）抄録作成に向け
ての準備。また、報告会
の意見提案を考える。 
（復習）企画に対して自
分なりの意見を持つ。 
 

抄録作成、ゼミナール報告
会への企画立案と準備の立
案に積極的に参加する。 
 
 
 

（予習）抄録作成に向け
振り返り、報告会の立案
をする。 
（復習）企画に対して自
分なりの意見を持つ。 
 
 

ゼミナール活動の目的と内
容について確認し、後期の
実践活動に対し積極的に参
加する。 
 
 
 

（予習）役割分担を自覚
し、不測の事態にも対応
できるよう、十分に個人
練習をしておく。 
（復習）振り返り、自己
評価を実践に活かす。 
 

45 
 
45 
 
 
 

主体性 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 

ボランティア活動①中園保育園
Ａ企画グループの指導の下、実
践練習 
 
 
 

45 
 
45 
 
 
 

主体性 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 

ボランティア活動①中園保育園
の誕生会に参加 
「お誕生日をお祝いしよう」を
実践 
本日の活動の振り返り 
 

実践演習 
グループ討議 
本日の振り返りをレ
ポートにまとめる。 
 

45 
 
45 
 
 
 

主体性 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 

幼児学ゼミナール研究報告抄録
集　作成開始 
ゼミナール報告会に向けて企
画・立案 
 
 

役割分担を行い、役
割を自覚する。 
本日の振り返りをレ
ポートにまとめる。 
 

45 
 
45 
 
 
 

主体性 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 

幼児学ゼミナール研究報告抄録
を完成、提出 
ゼミナール報告会に向けて企
画・立案 
 
 

役割分担を行い、自分
の役割の検討をする 
本日の振り返りをレ
ポートにまとめる。 
 
 

45 
 
45 
 
 
 

主体性 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 

ゼミナール報告会に向けてリ
ハーサル 
 
 
 
 

役割分担従い、自分の
役割の実践演習 
今までの振り返りにつ
いて話し合う。 
 
 
 

45 
 
45 
 
 
 

主体性 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 

ゼミナール報告会に参加する。 
他ゼミナールの報告を視聴し、
今後の保育活動につなげる。 
 

演習 
役割分担に従い実践す
る。 
他のゼミ発表を視聴す
る。 
 
 

45 
 
45 
 
 
 

主体性 
課題発
見力 
創造力 
発信力 
傾聴力 
規則性 
 



 
 

令和 2 年度 愛知学泉短期大学シラバス 

 

科目番号 科目名 担当者名

実務経験のある

教員による授業

科目 

基礎・専門

別 
単位数 

選択・必修

別 

開講年次・

時期 

        

科目の概要 

 

 

 

 

学修内容 到達目標 

  

学生に発揮させる社会人基

礎力の能力要素 
学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例 

 

 

前に踏

み出す

力 

主体性 
 

働きかけ力 
 

実行力 
 

 

 

考え抜

く力 

課題発見力 
 

計画力 
 

創造力 
 

 

 

 

 

チーム

で 働 く

力 

発信力 
 

傾聴力 
 

柔軟性 
 

情況把握力 
 

規律性 
 

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 
 

テキスト及び参考文献 

 

他科目との関連、資格との関連 

 

学修上の助言 受講生とのルール 

  

52332 幼児学ゼミナールⅡ 
Seminar：Study of Methodology for Infantile  

Education　Ⅱ
児玉珠美 専門 1 必修 2年後期

幼稚園教育要領及び保育所保育保育指針等を踏まえ、各担当教員がテーマや参加人数を設定し、小グループによるゼミナールを行なう。これ
は、いろいろな課題に対して自主的に取り組み、１年間を通して研究、実践する科目である。また、この授業への取り組みを通して、短大２
年間の学習を統合し、教育（保育）の実践につなげていく。幼児学ゼミナールⅡでは、各自の課題研究に対して主体的に取り組み、保育・教
育に必要な素材を集める。また、地域親子との交流や、「岡崎げんき館」における模擬保育活動を通して、子どもや保護者との関わり方を学
び、抄録集や報告会に向けて研究活動をまとめる。

①子どもが興味関心を持ち、主体的、対話的な活動ができるような指導法を研究
　する。 
②乳幼児への語りかけ方であるマザリーズについて理解を深め、マザリーズを活
　かした　歌遊びや絵本読み聞かせについて学ぶ。 
③地域の親子との交流や、「岡崎げんき館」の模擬保育活動を通して、乳幼児へ
　の語り　かけの実践力を身に付ける。

①子どもが興味関心を持ち、主体的、対話的な活動ができるような指導法を研究できる
　ようにする。 
②乳幼児への語りかけ方であるマザリーズについて理解を深め、マザリーズを活　かし
　た歌遊びや絵本読み聞かせについて学ぶことができる。 
③地域の親子との交流や、「岡崎げんき館」の模擬保育活動を通して、乳幼児へ　の語
　りかけの実践力を身に付けることができるようになる。

ゼミナール活動に対し、積極的に関わろうとする言動をすることができる。

決められた期限までに課題に取り組み、完成させることができる。

ゼミ全体の活動の中で不足している力に気付き、課題の克服に向けて具体的な努力をしていくことができ
る。

研究活動を抄録集としてまとめ、最終報告会の内容を創り上げることができる。

授業において、自分の意見を他者が理解いやすいように発言することができる。親子との交流において、積
極的に語りかけることができる。

他者の発言に対する敬意を持ち、教員の話や他の学生の発言に集中することができる。

遅刻、無断欠席など、学修意欲欠如をきたす行動をせず、授業が円滑に進行するようルールを守ることができる。
欠席した場合は、欠席届を提出し、フォローレポート課題を行う。

テキスト：教員作成プリント　　 
参考文献：「幼稚園教育要領・幼保連携型認定こども園教育保育要領・保育所保育指針」フレーベル館　

他科目との関連：すべての開講科目　　　 
資格との関連：幼稚園教諭二種免許、保育士資格

幼児学ゼミナールは、保育者養成のすべての学
びを総合的かつ実践的に活かしていく授業であ
る。主体的、対話的な姿勢で臨むこと。

・無遅刻・無欠席を厳守すること。 
・結果のみではなく、過程の意欲と努力を評価する。 
・ゼミ全体が前向きな雰囲気になる言動を心がけること。 



 
 

 
【評価方法】 

評 価

対象 
評価方法 

評価の 

割合 

到達 

目標 
各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント 

学
修
成
果 

学
期
末
試
験 

筆記（レポ

ート含む）・

実技・口述

試験 

 

 

①   

 
②  

③  

④  

⑤  

平
常
評
価 

小テスト  

①   

②  

③  

④  

⑤  

レポート  

①   

②  

③  

④  

⑤  

成果発表 

（プレゼンテ

ーション・作

品制作等） 

 

①   

②  

③  

④  

⑤  

学
修
行
動 

社会人基礎

力（学修態

度） 

10 

①  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  

③  

④  

⑤  

総合評価 割合 100    

 

【到達目標の基準】 

到達レベルＳ（秀）及び A（優）の基準 到達レベル B（良）及びC（可）の基準 

 

   
 

 
 
 
　10

✔

✔

✔

・実践活動について、毎回振り返り取りレポートとしてまと
め、今後の課題を常に明確に持つこと。 
 
①岡崎げんき館活動に関する振り返りレポート 
②報告会に関する振り返りレポート 
 

✔ 
 
 
　80

✔

✔

・地域の乳幼児親子との交流や、報告会等に向けて積極的にグ
ループワークに参加したかどうか、交流活動時の成果と同時
に、交流までの取り組みの姿勢を重視した評価をする。 
①岡崎げんき館活動 
②抄録集作成 
③報告会発表 

✔

✔

✔

（主体性） 
ゼミナール活動に対し、積極的に関わろうとする言動をすることができる。 
（実行力） 
決められた期限までに、課題を完成させることができる。 
（課題発見力） 
ゼミ全体の活動の中で不足している力に気付き、課題の克服に向けて具体的な努力をし
ていくことができる。 
（創造力） 
研究活動を抄録集としてまとめ、最終報告会の内容を創り上げることができる。 
（発信力） 
グループワークやゼミ全体の討議において、自分の意見を他者が理解いやすいように発
言することができる。 
（傾聴力） 
他者の発言に対する敬意を持ち、教員の話や他の学生の発言に集中することができる。 
（規則性） 
遅刻、無断欠席など、学修意欲欠如をきたす行動をせず、授業が円滑に進行するよう
ルールを守ることができる。欠席した場合は、欠席届を提出し、フォローレポート課題
を行うことができる。

レベルS(秀)の基準は、レポート成果発表、社会人基礎
力総合計が90％以上とする。 
レベルA(優)の基準は、レポート、成果発表、社会人基
礎力の総合計が80％以上、90％未満とする。 

レベルB（良）は、レポート、成果発表、社会人基
礎力の総合計が70％以上、80％未満とする。 
レベルC(可)の基準は、レポート、成果発表、社会
人基礎力の総合計が60％以上、70％未満とする。 



 
 

 

週 学修内容 
授業の 

実施方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）

能力

名 

１週 

/ 

    

 

 

２週 

/ 

      

３週 

/ 

      

４週 

/ 

      

５週 

/ 

      

６週 

/ 

      

７週 

/ 

      

８週 

/ 

      

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

前期の活動を振り返り、後
期の活動内容及び役割等に
ついて討議し、決定する。

演習 
全体ディスカッ
ション 

(予習)ゼミナール
で挑戦したことを
考えておく。 
(復習)後期の活動
で担当希望の役割
を考えておく。

岡崎げんき館の練習
に、積極的に関わる努
力をすることができ
る。

(予習) 
 
 
(復習)課題につい
て取り組んでお
く。

参加する子どもたちの
発達過程を考慮した内
容を考えることができ
る。

(予習）前期岡崎げ
んき館を振り返り、
改善点等をまとめ
る。 
（復習）役割につい
て、表現工夫等アイ
デアをまとめる。

当日の役割を自覚し、
リハーサルに取り組む
ことができる。

(予習)ゼミナール
報告会の内容案を
まとめる。 
(復習)報告会の内
容、担当について
さらに検討する。

当日までの準備作業に
積極的に取り組むこと
ができる。 
挨拶や言葉かけの重要
性を理解し、

(予習)全体レイア
ウトのアイデア等 
検討しておく。 
(復習)第一校の校
正をする。 

抄録集の担当作業に、
自分なりの工夫をし、
創り上げることができ
る。

(予習)担当作業に
ついて、手順等を
調べておく。 
(復習)担当ページ
の編集作業を進め
る。

抄録集作成向けて、積
極的に関わる努力をす
ることができる。 

(予習)抄録集に使
用する資料を整理
しておく。 
(復習)担当箇所に
ついての資料を整
理する。

全体ディスカッション
に積極的に関わる努力
をすることができる。

(予習)希望の役割
を考えておく。 
(復習)役割につい
てさらに検討し、
工夫しておく。

90 主体 
性 
発信 
力 
傾聴 
力

各自、ゼミ活動の中で取り
組む内容を考える。後期の
活動内容及び役割等につい
て討議し、決定する。

演習 
前回授業内容の確認
によるフィードバッ
ク 
全体ディスカッショ
ン 

90 主体 
性 
発信 
力 
傾聴 
力

抄録集作業① 
これまでの活動内容を、抄
録集としてまとめる。 
全体構成を決定する。各自
の担当箇所を決定する。

演習 
全体ディスカッ
ション

90 実行
力 
主体
性 
規律
性

抄録集作業② 
これまでの活動内容を、抄
録集としてまとめる。 
各担当箇所ページの資料編
集作業をする。 

演習 
情報機器作業 
全体ディスカッ
ションによる
フィードバック 

90 創造 
力 
実行 
力

抄録集作業③ 
これまでの活動内容を、抄
録集としてまとめる。 
全体編集作業をし、第一校
を印刷する。

演習 
全体ディスカッ
ション

90 創造 
力 
実行 
力 
課題 
発見 
力

幼児学ゼミナール報告会に
向けての準備①　 
報告会の構成、内容、担当
を検討し、決定する。

演習 
全体ディスカッ
ション

90 創造
力 
実行
力 
主体
性

岡崎げんき館準備① 
岡崎げんき館活動内容を決
定する。当日の役割分担と
準備、練習について検討す
る。

演習 
成果発表 
全体ディスカッ
ションによる
フィードバック

90 傾聴 
力 
発信 
力 
主体 
性

岡崎げんき館準備② 
岡崎げんき館の練習をし、
自分及び全体の課題を明ら
かにする。

演習 
全体ディスカッ
ションによる
フィードバック

90 創造 
力 
実行 
力 
発信 
力

後期の活動内容とスケ
ジュールについて理解
できる。自分の取り組
みたい内容を発表し、
主体的に関わる意識を
持つことができる。



 
 

 

週 学修内容 
授業の 

実施方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）

能力

名 

９週 

/ 

      

10 週 

/ 

      

１１週 

/ 

      

１2 週 

/ 

      

１3 週 

/ 

      

１4 週 

/ 

      

１5 週 

/ 

      

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

 

岡崎げんき館準備③ 
岡崎げんき館活動練習とリ
ハーサルを通して、創造力
を身に付ける。 

自分の役割を理解し、
岡崎げんき館活動に向
けて、練習での課題を
解決できるよう努力す
ることができる。

（予習）練習での課
題を練習しておく。 
（復習）リハーサル
でうまくいかなかっ
た点を練習してお
く。

演習 
全体ディスカッ
ションによる
フィードバック

０歳児親子との交流を通
して、乳幼児親子へ積極
的な語りかけをする努力
ができる。手遊びや絵本
よみきかせ等、マザリー
ズを活かした語りかけが
できる。

（予習）岡崎げんき館
活動の流れ等を確認
し、様々な場合を想定
し、言葉かけの内容等
も考えておく。 
（復習）振り返りシー
トに記入し、自分の課
題を見出す。

演習 
成果発表

1年間のゼミ活動の成
果発表として、報告会
での役割を果たすこと
ができる。

(予習)報告会の練習
に各自取り組む。 
(復習)保育現場に向
けて、さらなる課
題を見出す。 

他学生との協力をしな
がら、全体の進行がス
ムースにいくように配
慮することができる。 

（予習）リハーサル
でうまくいかなかっ
た点を練習してお
く。 
（復習）岡崎げんき
館振り返りシートに
記入する。

責任を持って、担当箇
所の発表ができる。 
他学生からの助言を謙
虚な姿勢で受け止める
ことができる。

(予習)自分の役割担
当や言葉について暗
記し、練習してお
く。 
(復習)うまくできな
かった点について、
各自練習する。

自分の担当箇所につい
て、自分なりの工夫を
しながら創り上げてい
くことができる。

(予習)子どもたちの
発達過程の適した遊
びを考えておく。 
(復習)発表に活動に
必要な製作物の準備
をする。

乳幼児への語りかけ方、
接し方、保護者の方への
語りかけ方等について、
自分振り返りと同時に、
他者の意見を通して、理
解することができる。

(予習)岡崎げんき
館振り返りシート
を完成させる。 
（復習)報告会 

90 創造
力 
実行
力 
発信
力

岡崎げんき館活動 
第1回岡崎げんき館活動を
実施する。 
11/26  
 

90 発信
力 
傾聴
力 
創造
力

幼児学ゼミナール報告会に向け
ての準備② 
岡崎げんき館活動を振り返り、
まとめる。 
報告会の構成、内容を決定し、
作業に取り掛かる。 

演習 
全体ディスカッ
ションによる
フィードバック 

90 主体 
性 
規律 
性 
課題 
発見 
力

幼児学ゼミナール報告会に
向けての準備③ 
各担当箇所について、練習
する。

演習 
全体ディスカッ
ションによる
フィードバック 

90 課題 
発見 
力 
主体 
性 
創造 
力

幼児学ゼミナール報告会に
向けての準備④ 
各担当箇所についての発
表、意見交換を通して、よ
り良い発表内容を検討す
る。

演習 
全体ディスカッ
ションによる
フィードバック

90 実行
力 
主体 
性 
創造 
力

幼児学ゼミナール報告会の
練習及びリハーサル

演習 
全体ディスカッ
ションによる
フィードバック

90 発信
力 
傾聴
力 
創造
力

幼児学ゼミナール報告会で
成果発表をする。

演習 
成果発表 
振り返りレポート
によるフィード
バック

90 発信
力 
実行
力 
主体
性











 
 

令和 2 年度 愛知学泉短期大学シラバス 

 

科目番号 科目名 担当者名

実務経験のある

教員による授業

科目 

基礎・専門

別 
単位数 

選択・必修

別 

開講年次・

時期 

        

科目の概要 

 

 

 

 

学修内容 到達目標 

  

学生に発揮させる社会人基

礎力の能力要素 
学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例 

 

 

前に踏

み出す

力 

主体性 
 

働きかけ力 
 

実行力 
 

 

 

考え抜

く力 

課題発見力 
 

計画力 
 

創造力 
 

 

 

 

 

チーム

で 働 く

力 

発信力 
 

傾聴力 
 

柔軟性 
 

情況把握力 
 

規律性 
 

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 
 

テキスト及び参考文献 

 

他科目との関連、資格との関連 

 

学修上の助言 受講生とのルール 

  

52332 指導法研究Ⅱ（幼児学ゼミナールⅡ） 
Seminar：Study of Methodology for Infantile Education　

Ⅱ
津島　忍 専門 1 必修 2年後期

各担当教員がテーマや参加人数を設定し、小グループによるゼミナールを行なう。これは、いろいろな課題に対して自主的に取り組み、１年間を通し
て研究、実践する科目である。また、この授業への取り組みを通して、短大２年間の学習を統合し、教育（保育）の実践につなげていく。 
幼児学ゼミナールⅡでは、各自の課題研究に対して主体的に取り組み、保育・教育に必要な素材を集め、まとめる。また、岡崎げんき館の活動での子
どもや保護者との関わりを通して、保育観を養う。さらに、幼児教育学科の2年間の集大成として、幼児学ゼミナール報告会の発表や抄録集の執筆を行
う。

①ピアノ連弾の学修では、連弾を核とした音楽劇の実演に取り組　
　み、より高度な技能、表現力を学び、企画、準備、運営の方法を
　体験する。 
②岡崎げんき館では「楽器で遊ぼう」をテーマに楽器を使い親子で
　楽しむ音楽遊びの実践を行う。

①連弾を核とした音楽劇の実演に取り組むことにより、より高度な技　
　能、表現力を身に着け、企画、準備、運営などの保育現場での行事運
　営の基礎を習得できる。 
②岡崎げんき館での楽器遊びの実践を通して、保育現場で実践できる　
　本的知識や技能を習得できる。

課題に取り組むために必要な知識について、教科書・文献を使って自己学修をすることができる。

いつまでに作品を仕上げるための手順や方法を考えて確実に目標に向かって進めることができる。

思い込みや憶測でなく事実に基づいて情報を客観的に整理し、課題を見極めることができる。

物事を考える時に、固定概念に捉われることなくいろいろな方向から考えることができる。

グループ内で文献を検索し知見をまとめ、聞き手に解りやすい発表の仕方（声の大きさ、スピード等）や話すポイ
ントが整理され発表することができる。

グループワークで、人の意見を確認し、さらに自分の意見を述べることができる。

無断欠席をせず、授業が円滑に進行するようルールを守ることができる。

テキスト：必要に応じて連弾曲の楽譜を購入したり、資料を配布したりすることがある。 
参考文献：ピアノ絵本館シリーズ①～⑫　全音楽譜出版社刊、「わくわく音遊びでかんたん発表会」細田淳子　著　鈴木
出版　1,800円　その他に必要に応じて資料を配布することがある。

他科目との関連：幼児表現（音楽Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）、子どもの音楽表現、保育内容（表現） 
資格との関連：幼稚園教諭二種免許状、保育士資格

連弾の練習の前に個人での予習（練習)が必要で
ある。また連弾の練習においても、時間外での
予習・復習(練習)が必ず必要である。積極的な意
見の交換が必要である。

2人一組での練習が欠かせないので、最低限守るべきルー
ル・マナー・約束を理解し、相手に迷惑をかけない。げん
き館での活動は集団でのチームワークを意識する。



 
 

 
【評価方法】 

評 価

対象 
評価方法 

評価の 

割合 

到達 

目標 
各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント 

学
修
成
果 

学
期
末
試
験 

筆記（レポ

ート含む）・

実技・口述

試験 

 

 

①   

 
②  

③  

④  

⑤  

平
常
評
価 

小テスト  

①   

②  

③  

④  

⑤  

レポート  

①   

②  

③  

④  

⑤  

成果発表 

（プレゼンテ

ーション・作

品制作等） 

 

①   

②  

③  

④  

⑤  

学
修
行
動 

社会人基礎

力（学修態

度） 

10 

①  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  

③  

④  

⑤  

総合評価 割合 100    

 

【到達目標の基準】 

到達レベルＳ（秀）及び A（優）の基準 到達レベル B（良）及びC（可）の基準 

 

   
 

✔ 
 
 
　90

✔

・15週目の授業において、ゼミ内で発表し、ゼミ報告会におい
て学外へ発表する。表現力、技術力、準備段階の活動状況を
【到達目標の基準】に基づいて評価する。（70点） 
・岡崎げんき館での活動内容の準備及び本番での活動状況を
【到達目標の基準】に基づいて評価する。（20点） 

✔

✔

（主体性）（実行力）（課題発見力） 
・苦手な部分の克服や技術の習得のために自ら練習をすることがで
きる。 
（創造力)（発信力） 
・発表・演奏において、学んだことを更に工夫し発表することがで
きる。 
（傾聴力） 
・相手と、良くコミュニケーションを取り、迷惑をかけない。グ
ループ活動へ積極的に関わる。 
（規律性) 
・遅刻、無断欠席など、学習意欲欠如をきたす行動をせず、授業が
円滑に進行するようルールを守ることができる。 
・欠席した場合は、欠席届を提出し、フォローレポート課題を行
う。

・音楽劇の核となる連弾曲をA（優）は情感豊かに表現し、演奏技術の上
達、獲得が顕著で、安定した演奏ができる。また、準備段階において積極
的に活動できる。S（秀）は演奏技術、表現に特に優れ　常に安定した演
奏ができる。また、準備段階において積極的にリーダーシップをとり自分
の役割をはたして活動できる。 
・授業態度に問題がなく、自ら進んで学ぼうとする姿勢が特に顕著であ
る。

・連弾曲をB（良）は間違えることなく最後まで演奏
し、演奏技術の上達、獲得がみられ、準備段階で協力
的である。C（可）は演奏する曲を二人で最後まで演
奏することができる。 
・授業態度に問題がなく、自ら進んで学ぼうとする姿
勢がある。



 
 

 

週 学修内容 
授業の 

実施方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）

能力

名 

１週 

/ 

    

 

 

２週 

/ 

      

３週 

/ 

      

４週 

/ 

      

５週 

/ 

      

６週 

/ 

      

７週 

/ 

      

８週 

/ 

      

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

オリエンテーション 
授業の進め方（連弾を核と
した発表方法について） 
連弾曲の選曲と企画内容の 
検討

講義・演習 （予習）アイデア
を出す 
（復習）企画会議
での問題点の検討

連弾曲をペアで練習
し、企画会議、制作に
参加し、指導を理解し
実行できる。曲指導を
理解し実行できる。

（予習）企画会議で
の意見出しの準備 
（復習）企画会議の
意見のまとめと検
討、演奏曲の個人練
習

連弾曲をペアで練習
し、企画会議、制作に
参加し、指導を理解し
実行できる。曲指導を
理解し実行できる。

（予習）企画会議で
の意見出しの準備 
（復習）企画会議の
意見のまとめと検
討、演奏曲の個人練
習

連弾曲をペアで練習
し、企画会議、制作に
参加し、指導を理解し
実行できる。曲指導を
理解し実行できる。

（予習）幼児学ゼミ
ナール報告会　中間発
表内容の問題点の洗い
出し 
（復習）企画会議の意
見のまとめと検討、演
奏曲の個人練習

幼児学ゼミナール報告
会　中間発表に向けて
準備した内容を発表す
る。

（予習）幼児学ゼミ
ナール報告会　中間
発表内容の確認 
（復習）幼児学ゼミ
ナール報告会　中間
発表内容の反省点の
洗い出し

幼児学ゼミナール報告
会中間発表準備に参加
し、指導を理解し、発
表に向けて内容をまと
めて共有することがで
きる。

（予習）幼児学ゼミ
ナール報告会　中間
発表会議での意見出
しの準備 
（復習）幼児学ゼミ
ナール報告会　中間
発表内容の整理

連弾曲の選曲、幼児学ゼ
ミナール報告会中間発表
準備・企画会議に参加
し、指導を理解し実行で
きる。 
曲を個人練習し、指導を
理解し実行できる。

（予習）幼児学ゼミ
ナール報告会　中間
発表会議での意見出
しの準備 
（復習）幼児学ゼミ
ナール報告会　中間
発表内容の整理

連弾曲の選曲、企画会
議に参加し、指導を理
解し実行できる。 
曲を個人練習し、指導
を理解し実行できる。

（予習）企画会議で
の意見出しの準備 
（復習）企画会議の
意見のまとめと検
討、演奏曲の個人練
習

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性

連弾曲の選曲と企画内容の
検討 
連弾曲の個人練習と指導

演習（企画会議、
個人練習および個
人指導） 
フィードバックは
レッスン内で行
う。

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性

幼児学ゼミナール報告会中
間発表準備 
連弾曲の選曲と企画内容の
検討 
連弾曲の個人練習と指導

演習（企画会議、個
人練習および個人指
導　幼児学ゼミナー
ル報告会中間発表準
備） 
フィードバックは
レッスン内で行う。

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性

幼児学ゼミナール報告会　
中間発表準備 

演習（幼児学ゼミ
ナール報告会　中
間発表準備）

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性

幼児学ゼミナール報告会　
中間発表

演習（幼児学ゼミ
ナール報告会　中
間発表)

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性

幼児学ゼミナール報告会　
中間発表の振り返り 
連弾曲の練習と企画内容の
検討、制作 
連弾曲のペアでの練習と指
導

演習（企画会議、制
作、ペアでの練習お
よびペアでの指導) 
フィードバックは
レッスン内で行う。

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性 

連弾曲の練習と企画内容の
検討、制作 
連弾曲のペアでの練習と指
導

演習（企画会議、制
作、ペアでの練習お
よびペアでの指導) 
フィードバックは
レッスン内で行う。

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性 

連弾曲の練習と企画内容の
検討、制作 
連弾曲のペアでの練習と指
導

演習（企画会議、制
作、ペアでの練習お
よびペアでの指導) 
フィードバックは
レッスン内で行う。

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性

連弾曲の選曲、企画会
議に参加し、指導を理
解し実行できる。



 
 

 

週 学修内容 
授業の 

実施方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）

能力

名 

９週 

/ 

      

10 週 

/ 

      

１１週 

/ 

      

１2 週 

/ 

      

１3 週 

/ 

      

１4 週 

/ 

      

１5 週 

/ 

      

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

 

連弾曲の練習と企画内容の
検討、制作 
連弾曲のペアでの練習と指
導

連弾曲をペアで練習
し、企画会議、制作に
参加し、指導を理解し
実行できる。曲指導を
理解し実行できる。

（予習）企画会議で
の意見出しの準備 
（復習）企画会議の
意見のまとめと検
討、演奏曲の個人練
習

演習（企画会議、制
作、ペアでの練習お
よびペアでの指導) 
フィードバックは
レッスン内で行う。

企画会議に積極的に参加
し、協力して計画を立案
検討できる。 
連弾曲を個人及びペアで
練習し、相手と合わせて
最後まで演奏し、指導を
理解し実行できる。

（予習）岡崎げん
き館の企画会議で
の意見出しの準備 
（復習）岡崎げん
き館の企画内容の
整理

演習（ペアでの練習
およびペアでの指
導、全員参加の企画
会議） 
フィードバックは
レッスン内で行う。

幼児学ゼミナール報告
会の本番形式で実演
し、最後まで演奏す
る。

（予習）連弾曲の個
人およびペアでの練
習 
（復習）ペアでの練
習と指導を受けた問
題点の克服のための
練習

連弾曲をペアで練習し、
企画会議、制作に参加
し、指導を理解し実行で
きる。曲指導を理解し実
行できる。 
次週の通し稽古に向けて
準備する。

（予習）連弾曲の個
人およびペアでの練
習 
（復習）ペアでの練
習と指導を受けた問
題点の克服のための
練習

反省会に参加し、連弾
曲をペアで練習し、企
画会議、制作に参加
し、指導を理解し実行
できる。曲指導を理解
し実行できる。

（予習）岡崎げんき
館の企画内容の問題
点の洗い出し 
（復習）企画会議の
意見のまとめと検
討、演奏曲の個人練
習

準備した内容を実施で
きる。

（予習）岡崎げん
き館の企画内容の
確認 
（復習）岡崎げん
き館の企画内容の
反省点の洗い出し

企画案に基づき、模擬
実習を実施し、改善案
を提案できる。

（予習）岡崎げん
き館の企画会議で
の意見出しの準備 
（復習）岡崎げん
き館の企画内容の
整理

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性

岡崎げんき館での「楽器で遊
ぼう」の活動に向けての内
容・企画の検討と指導案の作
成 
連弾曲のペアでの練習と指導 

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性

岡崎げんき館での「楽器で
遊ぼう」の活動に向けての
内容・企画の検討と指導案
に基づいた模擬実習の実施
と改善

演習（全員参加の企
画会議および模擬実
習の実施と改善方法
の検討） 
フィードバックは
レッスン内で行う。

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性

岡崎げんき館での「楽器で
遊ぼう」の活動

演習（全員参加の
岡崎げんき館での
実践発表）

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性

岡崎げんき館での「楽器で
遊ぼう」の活動の振り返り 
連弾曲の練習と企画内容の
検討、制作 
連弾曲のペアでの練習と指
導

演習（反省会、企画
会議、制作、ペアで
の練習およびペアで
の指導) 
フィードバックは
レッスン内で行う。

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性

連弾曲の練習と企画内容の
検討、制作 
連弾曲のペアでの練習と指
導 
音楽劇の本番形式での通し
稽古の準備

演習（企画会議、制
作、ペアでの練習お
よびペアでの指導) 
フィードバックは
レッスン内で行う。

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性

幼児学ゼミナール報告会の
本番形式での通し稽古

演習（通し稽古) 
フィードバックは
レッスン内で行
う。

 
 
45

主体性
実行力 
課題発
見力 
創造力
発信力 
傾聴力 
規律性











 
 

令和 2 年度 愛知学泉短期大学シラバス 

 

科目番号 科目名 担当者名

実務経験のある

教員による授業

科目 

基礎・専門

別 
単位数 

選択・必修

別 

開講年次・

時期 

        

科目の概要 

 

 

 

 

学修内容 到達目標 

  

学生に発揮させる社会人基

礎力の能力要素 
学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例 

 

 

前に踏

み出す

力 

主体性 
 

働きかけ力 
 

実行力 
 

 

 

考え抜

く力 

課題発見力 
 

計画力 
 

創造力 
 

 

 

 

 

チーム

で 働 く

力 

発信力 
 

傾聴力 
 

柔軟性 
 

情況把握力 
 

規律性 
 

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 
 

テキスト及び参考文献 

 

他科目との関連、資格との関連 

 

学修上の助言 受講生とのルール 

  

52332 幼児学ゼミナールⅡ（指導法研究Ⅱ） 
Seminar：Study of Methodology for Infantile Education　

Ⅱ
本多 峰和 専門 Ⅰ 必修 2年後期

　多様な音楽表現における視野をさらに広げ、子どもたちにおける音楽表現を研究する。げんき館では、研究成
果を発揮し親子で楽しく歌ったり、踊ったりすることを活動目標とする。子どもたちにおける音楽表現の研究成
果および「げんき館」での活動報告を幼児学ゼミナール報告会で発表する。1年の成果を「幼児学ゼミナール研
究報告抄録集」にまとめる。

① 子どもの音楽表現の技術について考える。 
② 実践を通し、どのような音楽表現が子どもにとって楽しいのかを考える。 
③ げんき館に向けて指導案を考える。 
④ 幼児学ゼミナール報告会に向けての発表内容を考える。 
⑤ 幼児学ゼミナール研究報告抄録集の作成。

① 子どもの音楽表現の技術について考えることができる。 
② 実践を通し、どのような音楽表現が子どもにとって楽しいのかを考えることができ
　る。 
③ げんき館に向けて指導案を考えることができる。 
④ 幼児学ゼミナール報告会においてわかりやすく発表することができる。 
⑤ 幼児学ゼミナール研究報告抄録集を期日までにまとめて作成することができる。

課題をするのに必要な知識について、文献を使って自己学習をすることができる。

目標を到達するために、自分ひとりではできないとき人の力をかりるための声掛けができる。

実践を行うための手順や方法を考えて確実に目標に向かって進めることができる。

思い込みや憶測でなく事実に基づいて情報を客観的に整理し、課題を見極めることができる。

グループ内で時間内に終えることができるよう手順や役割分担を考えて期限内に完成できるよう
進めることができる。

物事を考える時に、固定概念に捉われることなくいろいろな方向から考えることができる。

グループ内で文献を検索し知見をまとめ、聞き手に解りやすい発表の仕方（声の大きさ、スピード等）や話すポイ
ントが整理され発表することができる。

グループワークで、人の意見を確認し、さらに自分の意見を述べることができる。

グループ討議をする際に自分と異なる意見や価値観を尊重し、柔軟に受け入れることができる。

自分に割り当てられたことだけでなく、集団の中で自分ができることを考え、目標に向かって協力できる。 
自分が行ったことで周囲にどんな影響を及ぼすか考え、最良の結果がだせるよう取り組むことができる。

無断欠席をせず、授業が円滑に進行するようルールを守ることができる。

失敗した時や強いプレッシャーで動揺したり、落ち込んだりしても、長く引きずることなく次へ進むこ
とができる。

参考文献：「子どものあそびとうた」小泉文夫著、「童謡はどこへ消えた」服部公一著、「唱歌・童謡ものがたり」読売新聞文化部、「童謡・唱歌の世界」金田一春彦著、「唱歌・童謡100の真実」竹内貴久雄著、「童謡の風景1・
2・3」合田道人文　村上保絵、「わらべうたが子どもを救う」大島清・大熊進子・岩井正浩著、「オペラでわかるヨーロッパ史」加藤浩子著、「オペラへの招待」ジョン・ルイス・ディガニエターニ著、「オペラ史　上」D･J･グラ
ウト著、「オペラのすべて」アレッサンドロ・タヴェルナ著、「知識ゼロからの　ミュージカル入門」塩田明弘著、「ミュージカルおもしろ雑学事典」石原隆司著、「ブロードウェイ・ミュージカル」井上一馬著、「ミュージカル
史」小山内伸著、「バレエの世界へようこそ：あこがれのバレエ・ガイド」リサ・マイルズ著、「ビジュアル版バレエ・ヒストリー　バレエ誕生からバレエ・リュスまで」芳賀直子著、「幼児の音楽と表現」下田和男・西村政一編
著、「保育内容　音楽表現」大畑祥子編著、「幼児の音楽教育」音楽教育研究協会編、「世界のあそび歌35／40」後藤田純生著、「なぜ、いま学校で「表現教育」なのか？」芸団協出版部、「幼児期」岡本夏木著、

他科目との関連：幼児表現（音楽）Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、子どもの音楽表現 
資格との関連：幼稚園教諭二種免許状、保育士

積極的な参加および活動。 欠席をしない。学生相互の協力関係。



 
 

 
【評価方法】 

評 価

対象 
評価方法 

評価の 

割合 

到達 

目標 
各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント 

学
修
成
果 

学
期
末
試
験 

筆記（レポ

ート含む）・

実技・口述

試験 

 

 

①   

 
②  

③  

④  

⑤  

平
常
評
価 

小テスト  

①   

②  

③  

④  

⑤  

レポート  

①   

②  

③  

④  

⑤  

成果発表 

（プレゼンテ

ーション・作

品制作等） 

 

①   

②  

③  

④  

⑤  

学
修
行
動 

社会人基礎

力（学修態

度） 

10 

①  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  

③  

④  

⑤  

総合評価 割合 100    

 

【到達目標の基準】 

到達レベルＳ（秀）及び A（優）の基準 到達レベル B（良）及びC（可）の基準 

 

   
 

15 ✔

✔

✔

✔

✔

　げんき館での活動についての振り返りおよび反省レポートを
提出し、評価する。　1000～1200字　　 
後日提出したものは80％の評価とする。 

✔75

✔

✔

✔

✔

「げんき館へ向けての活動」：準備段階での積極的な意見や発
言、協調性。そして「幼児学ゼミナール中間報告会」「幼児学
ゼミナール報告会」「幼児学ゼミナール研究報告抄録集」に対
する意欲的な取り組みを評価する。

✔

✔

✔

✔

✔

（主体性） 
　課題を取り組むにあたり、必要な知識を文献を用いて自己学習することができたか。 
（実行力） 
　一度決めたことは最後までやり切ることができたか。 
（課題発見力） 
　思い込みや憶測ではなく事実に基づいて情報を客観的に整理し、課題を見極めること
ができ　たか。 
（創造力） 
　物事を考える時に、固定観念に捉われることなくいろいろな方向から考えることがで
きた　　か。 
（発信力） 
　予習や講義で身に付けた知識を整理し、的確な文章で表現できる。 
（傾聴力） 
　教員や学生の意見を確認し、さらに自分の意見を述べることができる。 
（規則性） 
　・学習意欲欠如をきたす行動をせず、ルールを守ることができる。 
　・欠席した場合は、欠席届を提出し、フォローレポート課題を行う。

S（秀）の基準 
協調性を持ち、積極的で真面目な取り組みができおり、研究
課題に対して深く理解をしている。 
A（優）の基準 
協調性を持ち、積極的で真面目な取り組みができおり、研究
課題に対して理解をしている。

B（良）の基準 
協調性を持ち、真面目な取り組みができており、研
究課題に対して理解をしている。 
C（可）の基準 
協調性を持ち、研究課題に対して理解をしている。



 
 

 

週 学修内容 
授業の 

実施方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）

能力

名 

１週 

/ 

    

 

 

２週 

/ 

      

３週 

/ 

      

４週 

/ 

      

５週 

/ 

      

６週 

/ 

      

７週 

/ 

      

８週 

/ 

      

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

「げんき館」での反省・振
り返り

グループワーク 
フィードバック
（討議内容を評価
する） 

（復習） 
レポートに記述し
たことをもう一度
熟読する。

子どもと保護者が楽し
める音楽表現を考え、
活動内容を討議でき
る。

（復習） 
保護者と行う音楽
表現について理解
を深める。 

子どもが楽しめる音楽
表現を考え、活動内容
を討議できる。

（復習） 
0-3歳児向けの手
あそび、体あそ
び、わらべうた・
唱歌・童謡のおさ
らい。

子どもの音楽表現の技
術について理解し、指
導法を自分なりに考え
ることができる。

（復習） 
参考資料を読み理
解を深め自身の音
楽表現を振り返
る。

子どもの音楽表現の技
術について考えること
ができる。

（復習） 
参考資料を読み理
解を深める。

ボディパーカッション
から、保育に活かせる
音楽表現について考え
ることができる。

（復習） 
体から奏でられる
音についてさらに
理解を深める。 

ゴスペルから、保育に
活かせる音楽表現につ
いて考えることができ
る、

（復習） 
声における音楽表
現についてさらに
理解を深める。 

幼稚園の音楽発表会を
鑑賞し、子どもたちに
おける音楽表現を考え
ることができる。

（復習） 
映像鑑賞で印象に
残ったことをノー
トに書き留める。 

45 主体性 
規律性 
実行力
課題発
見力 
発信力 
傾聴力 
柔軟性 

幼稚園の音楽発表会を鑑賞
し、子どもたちにおける音
楽表現を考える。

映像鑑賞 
グループワーク 
フィードバック
（討議内容を評価
する） 

45 主体性 
規律性 
創造力 
課題発
見力 

ゴスペルから、保育に活か
せる音楽表現について考え
る。 

映像鑑賞 
グループワーク 
フィードバック
（討議内容を評価
する） 

45 主体性 
規律性 
働きか
け力 
発信力 
柔軟性 

ボディパーカッションか
ら、保育に活かせる音楽表
現について考える。

映像鑑賞 
グループワーク 
フィードバック
（討議内容を評価
する） 

45 主体性 
規律性 
働きか
け力 
発信力 
柔軟性 

子どもの音楽表現の技術に
ついて考える。

講義 
演習 
グループワーク 
フィードバック
（演習、討議内容
を評価する）

45 主体性 
規律性 
働きか
け力 
発信力 
柔軟性 

子どもの音楽表現の技術に
ついて考える。

講義 
演習 
グループワーク 
フィードバック
（演習、討議内容
を評価する）

45 主体性 
規律性 
働きか
け力 
発信力 
柔軟性 

「げんき館」に向けての活
動内容を考える。

演習 
グループワーク 
フィードバック
（演習、討議内容
を評価する） 

45 主体性 
規律性 
働きか
け力 
 

「げんき館」に向けての活
動内容を考える。

演習 
グループワーク
フィードバック
（演習、討議内容
を評価する） 

45 主体性 
規律性 
働きか
け力 
発信力 
創造力 
傾聴力 
柔軟性 

ゼミ生全員の「げんき館」
での反省・振り返りをもと
に、各自レポートを書く。
自分ひとりではなく、全員
の反省・振り返りを知るこ
とで、さらに「げんき館」
での活動の在り方を考える
ことができる。



 
 

 

週 学修内容 
授業の 

実施方法 
到達レベル C（可）の基準 予習・復習 

時間

（分）

能力

名 

９週 

/ 

      

10 週 

/ 

      

１１週 

/ 

      

１2 週 

/ 

      

１3 週 

/ 

      

１4 週 

/ 

      

１5 週 

/ 

      

能力名：主体性  働きかけ力  実行力  課題発見力  計画力  創造力  発信力  傾聴力  柔軟性  情況把握力  規律性  

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 

 

「げんき館」に向けての活
動内容を考える。

「げんき館」で使用す
る手作り楽器作り。音
の違いや、安全面を考
えながら作業ができ
る。質のよい手作り楽
器を目指す。

（復習） 
手作り楽器の補修
など安全面に配慮
する。 

演習 
グループワーク
フィードバック
（演習、討議内容
を評価する） 

子どもおよび、子どもと
保護者が楽しめる音楽表
現を笑顔で活動できる。
行った活動に対しての振
り返りから各自が様々な
ことを学ぶ。

（復習） 
げんき館での活動
の反省と振り返り
をする。 

演習 
グループワーク 
フィードバック
（演習、討議内容
を評価する）

舞台での音楽表現活動の
練習。 
子どもにおける音楽表
現、調べ学習、げんき館
での活動をパワーポイン
トにまとめ、研究抄録集
の編集作業を終了する。

（復習） 
ゼミナール報告会
に向けての最終確
認。抄録集の最終
確認。

舞台での音楽表現活動の
練習。 
子どもにおける音楽表
現、調べ学習、げんき館
での活動をパワーポイン
トにまとめる。 
研究抄録集の編集作業。

（予習） 
抄録集の写真をま
とめる。 
（復習） 
パワーポイントの
見直し。

舞台での音楽表現活動の
練習。 
子どもにおける音楽表
現、調べ学習、げんき館
での活動をパワーポイン
トにまとめる。 
研究抄録集の編集作業。

（予習） 
抄録集の写真をま
とめる。 
（復習） 
パワーポイントの
見直し。

舞台での音楽表現活動の
練習。 
調べ学習、げんき館での
活動をパワーポイントに
まとめる。 
研究抄録集の編集作業。

（予習） 
抄録集の写真をま
とめる。 
（復習） 
パワーポイントの
見直し。

舞台での音楽表現活動の
練習。 
調べ学習、げんき館での
活動をパワーポイントに
まとめる。 
研究抄録集の編集作業。

（予習） 
抄録集の写真をま
とめる。 
（復習） 
パワーポイントの
見直し。

45 主体性 
規律性 
働きか
け力 
発信力 
創造力 
傾聴力 
柔軟性 

「げんき館」での活動 
および振り返り 

45 主体性 
規律性 
働きか
け力 
発信力 
創造力 
状況把
握力 

「幼児学ゼミナール報告
会」に向けての活動「幼児
学ゼミナール　研究報告抄
録集」の作成

演習 
グループワーク
フィードバック
（演習、討議内容
を評価する） 
PC作業

45 主体性 
規律性 
働きか
け力 
発信力 
創造力 

「幼児学ゼミナール報告
会」に向けての活動「幼児
学ゼミナール　研究報告抄
録集」の作成

演習 
グループワーク
フィードバック
（演習、討議内容
を評価する） 
PC作業

45 主体性 
規律性 
働きか
け力 
発信力 
創造力 

「幼児学ゼミナール報告
会」に向けての活動「幼児
学ゼミナール　研究報告抄
録集」の作成

演習 
グループワーク
フィードバック
（演習、討議内容
を評価する） 
PC作業

45 主体性 
規律性 
働きか
け力 
発信力 
創造力 

「幼児学ゼミナール報告
会」に向けての活動「幼児
学ゼミナール　研究報告抄
録集」の作成

演習 
グループワーク
フィードバック
（演習、討議内容
を評価する） 
PC作業

60 主体性 
規律性 
働きか
け力 
発信力 
柔軟性 
傾聴力 
課題発
見力 
創造力 

「幼児学ゼミナール報告
会」に向けての活動「幼児
学ゼミナール　研究報告抄
録集」の作成

演習 
グループワーク
フィードバック
（演習、討議内容
を評価する） 
PC作業

45 主体性 
規律性 
働きか
け力 
発信力 
柔軟性 
傾聴力 




